
令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１　　府立北野高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続 校内外成果発表会の実施
校内外成果発表会の発表本
数

校内621
校外134

校内620
校外100

校内726
校外112

校内　●課題研究 中間発表　発表 94  最終発表116
　　　●学校設定科目「国際情報」理科・統計発表160
        ●即興型英語ディベート予選会４（12人）　練習会12（18人）
　　　●学内留学20（80人）
　　　●「総合英語Ⅰ」スピーチ発表会　320

校外　●大阪サイエンスディ１次   77（22人）　２次　９（13人）
　　　●近畿サイエンスデイ　１（４人）
　　　●科学の甲子園１（６人）
　　　●即興型英語ディベート関西交流大会　５（６人）
　　　●即興型英語ディベート全国大会　４（４人）
　　　●全国高校生フォーラム １（５人）
　　　●WWL国際会議　２（９人）
　　　●GLHS10校発表会　１（２人）
　　　●学会での発表　10（36人）
　　　●吉野彰氏とのセッション　１（16人）

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

94.2% 90% 90.0%

「国際情報」のアンケート「プレゼンファイル
の作成技能が習得できた」、「プレゼン発表の
技能が向上した」、「クラス全体としてプレゼ
ンレベルが向上した」肯定的回答率　⇒90%

学内留学アンケート「以前より人前で発表する
ことに抵抗が少なくなった」肯定的回答率
 ⇒　90%

これらの平均　90%

B 継続

②英語運用能力 継続 学内留学講座の実施 参加者数 80人 80人 80人
１，２年生
ビジネス講座（20人）、心理学講座（20人）、天文学講座（20人）、環境学講座（20
人）

B
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

94.0% 90% 95.0%

学内留学アンケート「以前より英語でのコミュ
ニケーションに抵抗がなくなった」及び「以前
より英語によるコミュニケーション能力を高め
たいと思うようになった」の肯定的回答率の平
均
⇒　95%

A 継続

③英語運用能力 継続
英語による講演・大学院留
学生との交流会実施

参加者数 487人 440人 540人
●即興型英語ディベートデモンストレーション　１年生 320人
●留学生との演劇発表会　220人

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

88.4% 90% 95.0%
即興型英語ディベートデモンストレーション
肯定的回答率
⇒　95%

A 継続

④違いを認め共に生きる
力・紛争を解決する力

充実 異文化理解教育の実施

海外の高校や大学等へ訪問
した人数と受け入れた人数
の合計
（一日交流は含まない）

２人 4人 ４人
渡航受入　●インド人　２人（５か月）●マレーシア人 １人（５か月）
　　　　　●インドネシア人　１人（５か月）

B
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

88.8% 90% 96.1%

留学生４人に実施した、北野高校での異文化交
流に対する肯定的回答率
⇒  100%

１年生対象の留学生４人の受け入れに対する肯
定的回答率
⇒　96.1%

A 継続

⑤共感力・協調性 継続
チームビルディング講座の
実施

参加者数 320人 320人 320人 １年生　スタートアップ研修でチームビルディング講座を実施 B
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

98.9% 90% 97.7%
チームビルディング講座における生徒の肯定的
回答率
⇒　97.7%

A 継続

⑥バランスのとれた豊かな
人間性の育成

継続 部活動の充実 部活動の加入率 95.8% 95% 104%
加入人数（３学年計）　運動部641人、文化部396人
合計　1037人　　加入率104%

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

92.8% 90% 97.5%
生活アンケート「活動は自分にとってプラスに
なっていますか」の肯定的回答率⇒　97.5%

A 継続

⑦高い志を育む 継続
各界リーダーによる講演会
や指導の実施

講演の回数及び講座指導回
数

講演25回
指導170回

講演20回
指導150回

講演22回
指導312回

●知的世界への冒険　講演７回　　指導７回
●学部学科ガイダンス　講演５回　指導５回
●キャリアガイダンス　講演１回
●即興型英語ディベート講演３回
●課題研究講演会
　「課題研究の進め方」（信川久実子氏　近大講師）
　「はやぶさ２号とその後」（藤本　正樹氏　JAXA副所長）
●課題研究中間発表会　指導94回
●課題研究最終発表会　指導116回
●課題研究各講座での講演　生物学　４回
●課題研究各講座での指導　90回

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

99.0% 95% 95.2%
知的世界への冒険　　95.6%
キャリアガイダンス　91.8%
学部学科ガイダンス　98.3%

A 継続

⑧キャリア教育の推進 継続

若手研究者による学部・学
科ガイダンスの実施
社会人による職業ガイダン
スの実施

生徒の参加率 100% 100% 100%
●キャリアガイダンス（１年生対象）
●学部学科ガイダンス（２年生対象）

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

99.0% 95% 95.1%
キャリアガイダンス　91.8%
学部学科ガイダンス　98.3%

A 継続

⑨高大連携の推進 継続
大学におけるセミナー等へ
の参加

セミナー等に参加した生徒
数

66人 100人 161人

●京大キャンパスガイド　84人
●阪大キャンパスツアー　28人
●阪大SEEDS          　　　１人
●大阪公立大学 工学研究の最先端　１人
●科学の甲子園　８人
●大阪サイエンスディ　１次22人　２次13人
●近畿サイエンスデイ  ４人

A
当該アンケートにおける生
徒の肯定回答率

100.0% 95% 100.0%
京大キャンパスガイド　100%
阪大キャンパスツアー　100%

A 継続

⑩授業力向上 継続
校内外の授業見学・研究協
議の実施

授業見学・研究協議をした
教員の割合

98.0% 95.0% 96.7% 相互に授業見学を行った教員は96.7% A
当該アンケートによる生徒
の肯定回答率

96.6% 95% 96.9%
学校教育自己診断（生徒対象）
「授業は、興味深く、満足できるものである」
の肯定的回答率 ⇒ 96.9%

A 継続

⑪若手教員の指導力向上 継続
他校と連携した研修講座の
実施

指導力向上研修の実施回数 23回 10回 61回

本校にて
公開研究授業実施　21回
（武田×４、工藤×３、Mary×６、Kevin×２、福本×１、德丸×１、山本×３、寺尾×
１）

他校へ
公開研究授業参加 40回（福本×６、小松×４、古平×６、國里×６、德丸×２、村尾×
２、山中×２、奥井×１、寺尾×１、岡崎龍×４、井上×３、大川×２、野﨑×１ ）

A
当該アンケートにおける参
加教員の肯定回答率

100.0% 95% 100.0% 聞き取り調査　100% A 継続

⑫授業力・指導力の向上 継続
保護者を含む外部への授業
公開

保護者を含む外部からの見
学者数

784人 700人 1112人

保護者参観参加者（前期）１年　232人  ２年182人
　　　　　　　　　　　　３年　120人　　　　　　　　計　534人
　　　　　　　　（後期）１年　189人  ２年 225人
　　　　　　　　　　　　３年　113人　　　　　　　　計　527人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間計1061人
他校からの教員の公開授業参加数　36人

他校からの 学校訪問
札幌国際情報高等学校　２人　　追手門学院大手前高等学校　１人
横浜翠嵐高等学校　　　４人　　広島市立基町高等学校　　　２人
山口県立山口高等学校　２人　　北海道釧路湖陵高等学校　　２人
神奈川県立湘南高等学校　２人

A
当該アンケートにおける参
加者の肯定回答率

98.7% 95% 99.3%

保護者の公開授業アンケートにおける肯定的回
答率
⇒　６月　99.3%
　 11月　99.3%

　平均　　99.3%

A 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

継続
GLHS校以外の近隣校との
合同課題研究発表会の相互
見学

GLHS校以外の近隣校との
合同課題研究発表会の相互
見学の回数

３回 ３回 ２回
・本校課題研究中間発表会へ桜塚高校から教員の見学　１（２人）
・本校課題研究最終発表会へ桜塚高校から教員の見学　１（２人）

B 参加満足度（４段階） 4.0 3.5 4.0
当該アンケートにおける参加者の満足度
⇒ 4.0

A 継続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

継続
GLHS校以外の教員との授
業互見と、研究協議の実施

GLHS校以外の教員との授
業互見と、研究協議の実施
回数

11回 20回 33回

本校にて
公開研究授業実施　９回
（武田×２、工藤×１、Mary×２、山本×１、寺尾×１、後藤×１、井上×１）

他校へ
公開研究授業参加 ２４回（福本×３、小松×２、古平×３、國里×３、
村尾×２、山中×２、奥井×１、寺尾×１、岡崎龍×３、井上×２、大川×１、野﨑×１）

A 参加満足度（４段階） 3.9 3.5 4.0
当該アンケートにおける参加者の満足度
⇒ 4.0

A 継続

授業の充実を図るため、
他校の見学を積極的に
行っている点は評価でき
る。また、経験年数の少
ない教員を育成する取組
みを進めることにより、
教員の総合力を維持され
ることに期待する。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

留学生の受け入れ数が増
加しており、異文化交流
の取組みが充実してい
る。特にアジアからの留
学生の受け入れ等の取組
みの成果が挙がることに
期待している。

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

A

実績
次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

今年度の
取組方針

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

目標値実績取組指標
自己
評価

AA

「国際情報」や学内留学
のアンケートの肯定的回
答率は、昨年度に引き続
き高い水準を維持してい
る。
また、校外の発表にも積
極的に参加している点は
評価できる。

自校や他校での公開研究
授業により、他校の教員
との交流の機会を持てて
いる点は評価できる。ま
た、自校の課題研究発表
会に近隣校が参加できる
機会が設けられているの
で、より多くの近隣校の
生徒・教員が参加できる
取組みとなるよう期待し
たい。

AA

自己
評価

前年度実績前年度実績

各界のリーダーによる講
座指導の回数が大幅に増
加している点は評価でき
る。この指導の成果が、
どのような形で生徒に影
響を与えているかを分析
し、今後の取組みの充実
につなげてもらいたい。

成果指標目標値 実績の詳細

AA

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

事業
目的

小項目 取組 実績の詳細大項目

学
校
独
自
の
取
組

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－１



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

97.8% 97% 93.8% 生徒数354人　受験者数332人 A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における得点率
の平均

76.1% 80% 79.1% 文系　711／900点　　　　　理系　713／900点 B 継続

⑱課題研究活動
学会や大学での研究会・研究紀要等
での発表数

13件 10件 10件

・プリマーテス研究会　３
・天文学会ジュニアセッション　2
・神戸大学高校生のためのシンポジウム　1
・プラズマ核融合学会　1
・秋田県立大学全国高校生建築コンテスト2022　１
・油化学シンポジウム　１
・国際メンタリングワークショップ　１

B 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数（「国レベル」には全
国大会出場者を含む）①府レベル②
国レベル

①３人
②２人

①３人
②３人

①１人
②８人

・日本情報オリンピック　予選　敢闘賞　１
・科学の甲子園　１（８人）

B 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験

英語外部検定試験の受験
①受験者数
②取得スコア（級）
(1)英検２級以上相当　(2)英検準１級相
当

　①56
   ②(1)27
      (2)12

　①50
   ②(1)25
      (2)15

  ①104
  ②(1)21
     (2)42

A 継続

外部検定試験で英検準１級相当のス
コアを取得する生徒数が、昨年度実
績および目標値から大幅に増加して
いることは評価できる。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

217人 220人 194人 B 継続

㉒進学実績
難関国立大学（東大・京大・阪大）
現役・浪人合格者数

169人 170人 142人 B 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 199人 200人 173人 B 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0人 1人 0人 B 継続

AA

AA

学力調査における学力の伸長につい
ては、１年から２年、２年から３年
ともに堅調に推移している。大学入
学共通テストについては、５教科７
科目の受験者数が前年度実績より減
少したものの、受験者数、結果とも
に安定した数値を上げている。

課題研究の外部での発表数は昨年度
より減ったものの、様々な分野の発
表を行っている。より多くの発表が
行われることを期待したい。

AA

AⅦ．課題研究活動

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数が目標
及び昨年度実績より下回った。難関
国立大学（東大・京大・阪大）現
役・浪人合格者数についても同様で
ある。この結果について要因を分析
したうえで、引き続き府のトップラ
ンナーとして飛躍することを期待す
る。

実績

共
通
の
取
組

府立北野高等学校

事業
目的

大項目 小項目

総合評価

留学生の受け入れや学内留学の実施等、異文化理解に係る取組みが充実している。また、英語外部検定試験で英検準１級相
当のスコアを取得した生徒の数が大幅に増加するなど、高い成果を挙げた。さらには、経験年数の少ない教員が積極的に他
校の授業を見学するようにするなど、教員を育成する風土があり、評価できる。すべての取組みに対して日本の公立校のモ
デルとして期待される学校であり、今後も高い学力のみならず、「人間力」や「他者への思いやり」等の育成を図られた
い。

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

成果指標 前年度実績 目標値

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 　府立豊中高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続
課題研究成果発表会の実施
（豊高プレゼンテーショ
ン）

校内成果発表会の発表件数

理科口頭発
表54本

文科口頭発
表35本

能勢分校口
頭発表4本
1年92本

理科口頭発
表48本

文科口頭発
表37本

能勢分校口
頭発表4本
1年90本

理科口頭発
表48本

文科口頭発
表31本

能勢分校口
頭発表5本
1年91本

2/８実施豊高プレゼン
課題研究の口頭発表班数

B
プレゼンテーション能力が
向上したと回答した発表生
徒の割合

86% 85% 90%
豊高プレゼンテーションの
終了後にアンケートを実施

A 継続

②英語運用能力
　科学的リテラシー
　言語活用力

継続
各種コンテスト
及び英語即興型ディベート
活動への積極的参加

①全国大会参加数

②府内及び近畿（西日本）
等地方大会参加数

③ディベート活動参加回数

①11回

②７回

③120回

①10回

②５回

③100回

①9回

②５回

③116回

①SSH生徒研究発表会1組
JICA「国際協力作文コンクール」佳作
全国高校生フォーラム
テクノアイディアコンテスト「テクノ愛
2022」
マスフェスタ(全国数学生徒研究発表会)2班
京大サイエンスフェスタ
京都大学ポスターセッション
情報オリンピック　敢闘賞

②大阪サイエンスデイ　第一部、第二部
　科学の甲子園　５位
　生徒生物研究発表会
　GLHS合同研究発表会

③ディベートセミナー12回
ディベート体験9回
ディベートチーム　95回

B
英語運用能力に自信がつい
たと回答した参加生徒の割
合

93% 90% 92%
即興型ディベートが終了後
にアンケートを実施

A 継続

③英語運用能力 継続 英語リスニングセミナー 講習参加者数 392名 360名 410名

土曜講習参加者
1年：136名
2年：164名
3年：110名

A
英語運用能力に自信がつい
たと回答した参加生徒の割
合

93% 90% 92%
講習終了後にアンケート実
施

A 継続

④協調性・共感力 継続
海外フィールドワークの実
施

参加者数 53名 60名 71名
国内留学P：30名
SSH 東京研修：21名
SGHベトナム:20名

A

参加を通して、異文化の人
とコミュニケーションを
とったり、意見を発表した
りする力が高まったと回答
した参加生徒の割合

100% 95% 96%
プログラム終了後にアン
ケート実施

A 継続

⑤違いを認め
　共に生きる力

継続
大阪大学の留学生との
交流会の実施

参加者数
１年生
360名

１年生
360名

１年生
360名

1月13日（金）
オンライン・18会場に分
かれて実施

A
異文化について理解を深め
ることができたと回答した
参加生徒の割合

100% 95% 98%
交流会終了後に理解を深め
るアンケートを実施

A 継続

⑥高い志をはぐくむ
　規範意識

継続
地域交流活動
ボランティア活動の推進

活動人数 2年生全員 2年生全員 2年生全員
近隣小学校、地域のイベン
トや祭りにボランティアと
して参加し、活動した。

A
ボランティア活動に参加し
た生徒の
ルーブリック評価

95% 90% 90%
「志学」に対するアンケー
トでの肯定的回答率

A 継続

⑦高い志をはぐくむ 継続 土曜セミナー等の実施

イノベーションセミナー
（6回）
英語ディベートセミナー等
の
合計実施回数

20回 20回 26回

イノベセミナー：６回
英語ディベートセミナー12回
寺子屋：３回
ディベートチーム：５回

A

授業以外の体験ができた・
学びに対する意欲が増した
と
回答した参加生徒の割合
（新規）

ディベート
92%

ディベート
90%

90%
プログラム終了後にアン
ケート実施

A 継続

⑧高い志をはぐくむ 充実
各界で活躍している方によ
る講演会の実施

講演会の回数 51回 60回 77回

京大講演会１回（67名）
京大見学会２回（64名）
阪大講演会１回
課題研究・グループ別講演
文科：31回　理科：30回
（Zoom・対面にて各グルー
プで実施）
探究ガイダンス：12回

A
目標を高くもって頑張ると
回答した参加生徒の割合

98% 95% 97%
進路講演会、WWL講演会
の肯定的回答率

A 継続

⑨教科指導力の向上 継続

①教科の垣根を超えた相互
の授業見学
②授業改善に向けた教員研
修の実施

①研究授業の実施回数
②校内での教員研修の回数

①10回
②９回

①10回
②10回

①25回
②13回

①初任者授業公開　２回
　10年研授業公開　５回
　英中研授業見学　１回
　ICT活用事例研修　２回
　英語相互授業見学　15回
②
　全体職員研修　2回
　教科別職員研修　11回

A
学校教育自己診断における
項目の
肯定的評価の割合

①94％
②93％
③93％

①90％
②90％
③90％

①93.4％
②92.7％
③90.9％

①授業内容は自分の学習や
発達に役立っている
②教材や指導方法に工夫が
感じられる授業がある
③授業で自分の考えをまと
めたり発表する機会がある

A 継続

⑩課題研究力向上 充実
課題研究における評価方法
の検討

・評価のルーブリック
　検討会議の回数を年間に
2回実施

12回 15回 20回
課題研究委員会（文理共
通）を立ち上げ定期的に会
議を実施。

A
ルーブリック作成を通じて
指導力が向上したと答える
教員の割合

100% 100% 100.0%
課題研究委員会に参加した
教員アンケートの肯定的回
答率

A 継続

⑪GLHS校以外の生徒の資
質向上

継続

①課題研究中間発表、豊高
プレゼンを公開
②他校科学系部活動との交
流

①課題研究中間発表、豊高
プレゼンを観覧、視聴した
学校数及び生徒数
②他校科学系部活動との交
流回数

3校13名
０回

3校10名
３回

9校44名
4回

10月課題研究中間発表会　４
校10名
2月8日豊高プレゼン
５校29名
阪大講演会に能勢分校生徒5
名が参加
豊中サイエンスコンパスによ
る豊中市内の公立高校との連
携

A 参加満足度（４段階） 3.5 3.5 3.5
各イベントに参加した教員
アンケートより

A 継続

⑫GLHS校以外の教員の指
導力向上

継続 教員研修の実施 教員研修への参加教員数 49名 30名 37名

10月課題研究中間発表会
への参加：６名
英語相互授業見学：21名
科研WS：２名
２月８日豊高プレゼンへの
参加：８名

A 参加満足度（４段階） 3.3 3.3 3.3
各イベントに参加した教員
アンケートより

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

「豊高プレゼンテーショ
ン」を通じて、生徒がプ
レゼンテーション力の向
上を実感しており、充実
したものになっている。
外部での発表会等にもぜ
ひ積極的に参加してもら
いたい。また、英語運用
能力については、英語リ
スニングセミナー参加者
が昨年度よりも増加して
おり、充実した取組みと
なっている。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

豊高プレゼンをはじめ、
校内の発表会に参加した
他校の生徒が、昨年度実
績及び目標値と比較し
て、大幅に上回っている
ことは評価できる。

A

成果指標 前年度実績 目標値 実績

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

海外フィールドワーク及
びその代替プログラムの
参加者数が、昨年度実績
及び目標値を上回ってい
る。また、参加後のアン
ケート結果についても肯
定的な回答の割合が高
く、評価できる。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

土曜セミナーや講演会の
実施回数が昨年度よりも
充実しており、生徒の学
びに対する意欲をより刺
激できているのではない
か。引き続き内容の充実
に努めてもらいたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

研究授業の実施回数が昨
年度より大幅に増加して
おり、評価できる。ま
た、課題研究における評
価のルーブリックを継続
的に検討していることも
評価できる。

A

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－２



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

88.7% 89.0% 89.8%
大学入学共通テスト
５教科７科目志願者の割合
文系：126名　理系：191名

A 継続

⑮大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における
得点率80％以上の者の割合

3.0% 5.0% 13.6%

大学入学共通テスト
５教科７科目受験者における
得点率80％以上の生徒の割合
文系：21名　理系：22名

A 継続

⑯課題研究活動 学生TAによるルーブリック評価 3.6 3.6 3.6
課題研究におけるルーブリック評価
の結果

B 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数

全国レベル
７グループ

全国レベル
7グループ

全国レベル
３グループ

JICA国際協力中学生・高校生エッ
セイコンテスト2022　特別学校賞
及び佳作
情報オリンピック敢闘賞

C 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑱英語外部検定試験 CEFR B1レベルの生徒数
１年：10名
２年：15名
３年：91名

１年：10名
２年：15名
３年：90名

１年：15名
２年：28名
３年：92名

日本英語技能検定など A 継続
CEFR B1レベルの生徒数が昨年度
の実績を上回っている。この成果を
引き続き継続してもらいたい。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

103名 105名 108名 A 継続

⑳進学実績
進路希望達成率
（年度当初の進路希望達成率）

25.2% 26.0% 29.8% A 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 134名 130名 136名 A 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 1名 1名 ０名 B 継続

A

AA

府立豊中高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

３年間の学びのプロセスを「見える化」し、取組の全体化をめざしている点は評価できる。また、研究
授業の実施回数を増加するなど、授業改善に向けた取組みを進めていることも評価できる。大学入学共
通テストの結果が上昇し、高い進学実績を上げたことは特筆に値する。今後は、課題研究の全体化や豊
中市との連携の拡充を図るとともに、卓越した生徒の育成等の取組みについて検討してもらいたい。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

大学入学共通テストの５教科7科目
受験者及び5教科7科目受験者にお
ける得点率80％以上の者の割合が
昨年度よりも増加していることは評
価できる。学校全体でその要因を分
析し、次年度以降も引き続きこの結
果が維持できるよう努めてもらいた
い。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

全国規模のコンクールやコンテスト
の入賞者数について、前年度実績や
目標値を下回った。より多く生徒が
参加するような仕掛けが必要である
と考える。

B

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数は、前
年度実績及び目標値を上回ってお
り、評価できる。また、年度当初の
進路希望達成率についても前年度実
績及び目標値を上回っており、教員
の粘り強い指導と生徒の頑張りの成
果である。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 　府立茨木高等学校

コメント 評価

①言語活用力 継続
ディベートを取り入れた英
語授業の実施

実施回数
７回

／講座
６回

／講座
６回

／講座
目標を達成した A

【アンケートによる生徒の
評価】
ディベートをすることで英
語の表現力が高まった

83% 80% 91% 目標を大きく上回った A 継続

②言語活用力・ICT活用力 継続
教科・委員会活動を通じた
プレゼンテーション能力の
向上

Ａ：「保健」の授業でのプ
レゼンテーション

Ｂ：「１年行事委員会活
動」での生徒間のプレゼン
テーション

Ａ：１回
／生徒

Ｂ：４回

Ａ：１回
／生徒

Ｂ：10回

Ａ：１回
／生徒

Ｂ：６回

Ａ：１年「保健」の授業では
プレゼンテーションを実施
し、最低１回は発言する機会
を持たせた。
Ｂ：感染症対策を行い、昨年
度より実施回数を増やした。

Ｂ

【アンケートによる生徒の
評価】
Ａ：授業を通じて自らの成
長を実感できた

Ｂ：１年行事委員会に参加
して充実した活動ができた

92% 90%
Ａ：85％

Ｂ：90%
目標を達成できなかった。 Ｂ 継続

③基礎学力の向上 継続
進路目標達成のための基礎
的教養や知識を高める図書
の充実

図書館の開館日数の確保 194日 210日 182日 達成が叶わなかった Ｂ

Ａ：生徒に対する図書館蔵
書の貸出冊数

Ｂ：１，２年生生徒１人当
たりの読書冊数

Ａ：2117
冊

Ｂ：9.2冊
/１人

Ａ：3000
冊

Ｂ：15冊
/１人

Ａ：1963
冊

Ｂ：9.2冊
/１人

新型コロナウイルス感染拡
大のため図書館の開館日数
が十分確保できなかったこ
とが影響し、目標が達成で
きなかった。

Ｂ 継続

④共感力・違いを認め共に
生きる力

継続
生徒の人権委員を中心とし
た多文化共生・多様性受容
の取組み

（生徒主体の人権行事に係
る）生徒人権委員会の実施
回数

３年：６回

２年：14
回

１年：２回

各学年５回

３年：８回

２年：８回

１年：10
回

３年「ジェンダーとワーク
ライフバランスについて考
える」

２年「反戦平和と人権」

１年「SNS講習会」

Ａ

【アンケートによる生徒の
評価】
さまざまな取組みを通じ
て、深く自国や自分自身を
見つめ直し、広い視野を
もって積極的に他者に関わ
ろうとする姿勢をはぐくむ
ことができた

97% 90% 96%

3年：93％
2年：96%
1年：98％
目標を大きく上回った

Ａ 継続

⑤課題発見力・紛争を解決
する力

継続
生徒各種委員会の定例開催
と討議内容の充実

実施回数 84回 50回 80回 生徒議会：20回
その他の委員会：60回

Ａ

【アンケートによる生徒の
評価】
「文化祭」「体育祭」等の
学校行事の取組みは充実し
たものになっている

95% 90% 97%
文化祭：95％
体育祭：98％
目標を大きく上回った

Ａ 継続

⑥健康・体力をはぐくむ 継続
リーダー研修Ⅲ（クラブサ
ポート事業）の実施

Ａ：実施回数

Ｂ：参加クラブ数

Ａ：３回

Ｂ：６

Ａ：５回

Ｂ：10

Ａ：５回

Ｂ：36

５回中１回は熱中症予防講
習会（参加クラブ36）

Ａ

【アンケートによる生徒の
評価】
研修内容を今後のクラブ活
動において有効活用できる

100% 90% 95% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑦高い志・規範意識をはぐ
くむ

継続
リーダー研修Ⅰ（リーダー
としての資質の獲得）の実
施

実施回数 11回 10回 12回 12回実施 A

【アンケートによる生徒の
評価】
研修内容を今後のクラブ活
動において有効活用できる

100% 90% 95% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑧高い志・共生力をはぐく
む

継続 ボランティア活動の推進 参加した地域活動等の種類 15 50 35 目標を達成できなかった Ｂ 生徒ののべ参加人数 323名 1000名 836名 836名 Ｂ 継続

⑨学びの意味と自らの将来
について深く考える

継続
学問発見講座・卒業生講座
の実施

実施講座数・実施回数
24講座
／年２回

20講座
／年２回

24講座
／年２回

学問発見講座：14講座

卒業生講座：10講座
A

【アンケートによる生徒の
評価】
「学問発見講座・卒業生講
座」は、自分にとって満足
できる内容であった。

96% 90% 96%
学問発見講座：94％
卒業生講座：97%
目標を大きく上回った

Ａ 継続

⑩最先端の学びの研究 継続

大学等と連携した「最先端
の学び」を知る取組み及び
教科・科目の研究会を通じ
て専門知識を深める取組み

Ａ：大学等と連携した取組
みの回数

Ｂ：教科・科目の研究会等
への参加回数

Ａ：64回

Ｂ：31回

Ａ：20回

Ｂ：50回

Ａ：54回

Ｂ：34回

Ａ：大きく目標を上回った

Ｂ：コロナ禍の中、参加可
能なものについては積極的
に参加した

A

【アンケートによる生徒の
評価】
この先生の授業を受けて、
科目に対する興味・関心が
いっそう深まった

91% 85% 87% 目標を上回った Ｂ 継続

⑪授業力向上 継続
バディシステムを用いた互
見授業（グループウェアソ
フトの利用を含む）の実施

教員１人あたりの実施回数 3.9回／人 2.0回／人 4.8回／人 目標を大きく上回った A

【アンケートによる生徒の
評価】
この先生の授業は信頼でき
るので、来年もこの先生の
授業を受けたい（後輩に受
けさせたい）

95% 89% 91% 目標を上回った Ｂ 継続

⑫授業力向上 継続
研究授業及びグループウェ
アソフトを利用した授業研
究・意見交換の実施

実施回数 47回 20回 58回 目標を大きく上回った A

研究授業及びグループウェ
アソフトを利用した授業研
究・意見交換に参加した教
員ののべ人数

67名 150名 102名

グループウェアソフトでの
授業研究意見交換は積極的
に参加でき、研究授業の参
観も昨年度よりは積極的に
実施したが、目標には到達
しなかった。

C 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

継続
課題研究発表会（オンライ
ン開催を含む）へ他校生徒
を招待

課題研究発表会（オンライ
ン開催を含む）への招待回
数

２回 ２回 １回 目標を達成できなかった Ｂ 参加満足度（４段階） - - -

招待を計画し、他校へも呼
びかけを行ったが、予定が
合わず、他校生の参加には
至らなかった。

ー 継続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

継続

課題研究の授業見学及び課
題研究発表会（オンライン
開催を含む）への他校の教
員の参加

課題研究の授業見学及び課
題研究発表会（オンライン
開催を含む）に参加した教
員数

１名 ５名 ４名 ほぼ目標を達成した Ｂ 参加満足度（４段階） - - 100%

「取組みに対する満足度」
「自校へ生かせるか」の２
項目について、いずれも
100％であった（回答数
３）。

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

AⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

生徒が主体となった委
員会や行事の企画運営
が充実しており、生徒
の自主自律の精神を育
んでいることは大変評
価できる。

AA

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

リーダー研修Ⅰの実施
については、実施回
数、事後アンケートの
結果ともに目標値を上
回っており、評価でき
る。また、学問発見講
座。卒業生講座につい
ても前年度と同じ実績
で、生徒が学びの意味
と自らの将来について
深く考える機会を提供
できていると思われる
ので、引き続き取組み
を充実させていただき
たい。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

授業力向上の取組みに
ついて、バディシステ
ムやグループウェアソ
フトの利用など充実し
た取組みとなっている
ことは評価できる。授
業研究・意見交換に参
加した教員ののべ人数
が前年度実績は上回っ
たものの目標値に達し
なかったことについ
て、改善の余地はある
と思うので検討いただ
きたい。

A

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

ディベートを取り入れ
た英語授業の取組みに
ついて、英語の表現力
が高まったという生徒
の評価が前年度実績及
び目標値を上回ったこ
とは評価できる。コロ
ナ禍により図書館が十
分に活用できなかった
ようだが、再び図書館
を利用する生徒が増え
るよう努めていただき
たい。

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

課題研究の授業見学及
び課題研究発表会に参
加した教員数は前年度
実績よりも増加した。
課題研究発表会へ他校
生徒に参加してもらえ
るよう、方法を工夫し
てもらいたい。

取組指標 前年度実績 目標値 実績

A

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－３



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

88% 85% 92% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テスト
5教科7科目受検者の割合得点率

69% 74% 75% 目標を上回った Ａ 継続

⑱課題研究活動
多様なテーマを扱う生徒の課題研究
講座数

24講座 22講座 21講座 ほぼ目標を達成した Ｂ 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国青少年読書感想文コンクール・
全英連　全国essay contest等の入
賞者数

３名 ５名 ６名

全英連 全国essay contest入選３名
出光興産第18回環境フォトコンテ
スト金賞１名　銅賞１名
第10回ジュニア料理選手権 入賞１
名

Ａ 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験

①CEFR Ｂ2レベル以上
　保有者数（全学年）
②実用英語技能検定2級以上
　保有者数（全学年）

①26名

②544名

①25名

②550名

①36名

②664名

①目標を大きく上回った

②目標を大きく上回った
Ａ 継続

CEFR Ｂ2レベル以上保有者数、英
検２級以上保有者数ともに、前年度
実績及び目標値を上回っているが、
より高いレベルの資格へのチャレン
ジを促す仕組みを検討していただき
たい。

C

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

140名 150名 168名 目標を大きく上回った Ａ 継続

㉒進学実績
東京大学、京都大学、大阪大学、神
戸大学の合格者数

124名 120名 144名 目標を大きく上回った Ａ 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 151名 － 161名 － ー ー

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 － 0名 － ー ー

A

AAA

府立茨木高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

自主・自律の精神を教育理念とし、生徒が主体となった取組みを進めていることは評価できる。また、
校長がブログを活用し、校長の考え方や学校の経営方針を積極的に発信すること等により、保護者や教
職員の理解を得るなど、取組みの全体化を図っていることも評価できる。さらには、バディシステム等
の授業力向上の取組みが、生徒の高い学力向上につながっている。今後はこれらの成果の発信・普及に
努めていただきたい。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記 大学入学共通テスト５教科７科目受
験者の割合、５教科７科目受験者の
得点率ともに前年度実績及び目標値
を上回っており、評価できる。学力
調査における学力の伸長について
は、２年から３年で伸ばせている点
は評価できるが、一方で、１年から
２年の推移についてはその要因を分
析し、さらなる高みをめざしてもら
いたい。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

コンクールやコンテストの成果につ
いて、前年度実績や目標値を上回っ
たが、課題研究活動の成果を、より
多くの生徒が外部で発表するような
機会を提供するなど仕掛けを考えて
もらいたい。

B

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数、東
大・京大・阪大・神大の合格者数
が、前年度実績及び目標値を上回
り、高い実績を上げたことは評価で
きる。この結果について要因を分析
し、今後さらに高い実績を上げるこ
とを期待したい。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立大手前高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続 校内成果発表会の実施 校内成果発表会の発表人数 720人 770人 719人
のぞみ、まこと発表会実施
S探、LS　2/4実施

B

①プレゼンテーション能力
が向上したと回答した発表
生徒の割合
②外部指導助言者等による
肯定的評価割合

①78%
②80%

①80%
②90%

①74%
②80%

①スーパーサイエンス・グ
ローバルマインドセットテ
スト表現力の項目の平均値
②委員による実際の評価の
肯定的文言の比率

B 継続

②基礎学力の向上 継続
勉強合宿・補習・講習の実
施

参加者数 1069人 1000人 1070人
学習活動日、3年講習計画
通り実施。

B
５教科７科目受験者全国平
均の125％以上の者の割合

9% 40% 44%

５教科７科目受験者におけ
る得点率８割以上の者の割
合　から目標変更
487/800×1.25=608
139人/313人

A 継続

③英語運用能力 継続
ネイティブによる４技能向
上に向けた授業実践

参加者数 1069人 1080人 1070人
全学年でのネイティブ教員
によるスピーキング指導の
実施

B
大学入学共通テスト英語平
均点

132% 140% 136%

大学入学共通テスト英語筆
記の全国平均（河合塾発表
の速報値　53.82点に対す
る大手前の平均　73.2点
の比
73.2/53.82＝136％

B 継続

④違いを認め共に生きる
力・紛争を解決する力

継続
・海外からのオンライン交
流の実施

・海外スタディツアー参加
者数

受入・派遣
コロナによ

りなし
オンライン
交流102人

50人 60人 エンパワープログラム　実施 A
異文化について理解を深め
ることができたと回答した
参加生徒の割合

ー 93% 100%
参加生徒の満足度アンケー
トより

A 充実

⑤共感力・協調性 継続 ①家庭科保育所実習の実施 参加者数
コロナによ

りなし
①360人 ①362人

親学習　「日本子育てアド
バイザー協会」来校により
ワークショップ実施

B
この学校で良かったと回答
した生徒の割合

91% 90% 94%

学校教育自己診断
「学校生活に満足してい
る」と答えた割合（R31に
指標変更）

A 継続

⑥健康・体力をはぐくむ 継続
クラブ活動や学校行事のた
めの自治会活動の活性化

①新入生オリエンテーショ
ンや部活発表会の実施
②水泳訓練の実施
③マラソン大会の実施

①2回
②360名

①年間２回
②360名
③720名

①２回
②360名

①新入生オリエン、
文化祭時発表会開催
②水泳訓練実施
③マラソン大会2/10
 ( 大阪城コース工事のため
中止）

B クラブ加入率 88% 94% 107% A 継続

⑦社会貢献意識を高める 継続 ボランティア活動の推進
ボランティア活動に参加す
る人数

26人 50人 110人
清掃20、学校説明会60、
S探12、勉強会18

A

GLHS卒業生アンケート
「学びの成果を将来社会の
役に立てたい」とする項目
の肯定的意見の割合

88% 75% 92% 卒業時のアンケートより A 継続

⑧規範意識 充実
挨拶の励行
時間を守るための取り組み

全教員の輪番による登校指
導

毎日
継続中

毎日 毎日

全教員による５分前指導の
実施
学年主任による登校指導
輪番教員による下校指導

B 1年あたりの総遅刻者数 2495人 2000人 3081人
前期　1315人
（昨年前期　1022人）

C 充実

⑨高い志をはぐくむ
充実

各界リーダーによる講演会
の実施

OB等による講演会の回数 76回 90回 77回

集中セミナー 69講座
進路講演会、阪大研修１日
12講座（２年全員）、京
大研修１日（１年全員）、
農水省、東大海洋研、公立
大（情報）２、弁護士講演
１日９講座

C
目標を高くもって頑張ると
回答した参加生徒の割合

89% 90% 82%

スーパーサイエンス・グ
ローバルマインドセットテ
スト#28社会貢献意識の
項目より

B 充実

⑩進路指導力向上 継続
民間教育産業と共同したス
キルアップ研修

①研修回数
②研修参加者数

①12回
②190人

①15回
②70人

①15回
②190人

模試分析会、
共通テスト分析会
進路研修（50人）

B
本校の進路指導は信頼でき
ると回答した保護者の割合

86% 87% 86%

学校教育自己診断「学校は
進路に関する情報を積極的
に提供している」と答えた
割合

B 継続

⑪授業指導力向上 充実

研究授業、授業参観等の実
施
授業改善PJ実施
（授業相互見学の実施）

①研究授業の回数
①８回 ①20回 44回

①SG36回、
教員自主研修５、初任者
２、
数学他校見学１

A

授業アンケート「授業内容
に興味・関心を持つことが
できた」「授業を受けて知
識や技能が身についたと感
じている」二項目の全教員
の平均値

92% 90% 85% 後期授業アンケート集計 B 継続

⑫課題研究指導力の向上 継続
オール文理による全生徒へ
の課題研究の指導の充実

①担当者会議の実施
②全生徒の二年の発表会の
実施

①20回
②計画通り

実施

①20回
②計画通り

実施

計画通り
実施

①時間割内にて定例実施
②２/４　実施

B

先生は教科書の他、役に立
つプリントなどをうまく
使っていると回答した生徒
の割合

89% 85% 83%

後期授業アンケート質問５
「先生は教科書の他、役に
立つ教材やICT機器などを
効果的に使っている」の全
教員の平均値

B 充実

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規

①マスフェスタ（数学全国
発表会）
②マスキャンプ（地域の中
高生対象）
③プログラミング学習会
（地域の中高生対象）

①マスフェスタ（数学全国
発表会）
②マスキャンプ（地域の中
高生対象）
③プログラミング学習会
（地域の中高生対象）等の
各種企画の参加人数

①136人
②ー
③－

20人 338人

①107人（見学118）
②20人
③21人
その他：
　　マスセミナー30人
　　勉強会160人
　　S探見学120人

A 参加満足度（４段階） 3.5 3.5
①3.6
③3.8

①マスフェスタ発表者アン
ケート
③プログラミング学習会ア
ンケート

B 充実

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規
上記催事主催時における引
率教員との意見交流会や授
業見学等の実施

上記催事主催時における引
率教員との意見交流会や授
業見学等に参加した人数

42人 10人 58人
①56人
その他：数学科教員
　派遣２人（兵庫）

A
アンケートでの肯定的意見
の割合

－ 80% 81%
マスフェスタ引率者アン
ケート

B 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

AAⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

前年度のオンライン研修
を踏まえて、より生徒の
ニーズに合う研修を精選
し実施した。アフターコ
ロナを見据えて、より多
くの生徒に参加してもら
うよう海外交流等の企画
を検討している点は期待
している。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

ボランティア活動に参加
する人数が大幅に増加
し、卒業生アンケートで
「学びの成果を将来社会
の役に立てたい」の肯定
的意見の割合も高くなっ
ている。引き続き充実に
努めてもらいたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

教員経験年数が異なる教
員でスモールグループを
構成し研究授業を行う取
組みを実施することで、
教員の指導力向上に努め
ている点は評価できる。

A

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

課題研究をコースに分け
て実施していることが特
徴で、高いレベルの探究
を実現している。スー
パーサイエンス・グロー
バルマインドセットテス
トにおいて、プレゼン
テーション能力が向上し
たと回答した発表生徒の
割合及び委員による実際
の評価の肯定的文言の比
率が、前年度実績及び目
標値を下回っている点に
ついて、その要因を分析
し、内容がより充実した
ものになるよう努めても
らいたい。

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

マスフェスタやマスキャ
ンプの取組みは、生徒や
教員どうしの交流にとっ
て大きな役割を果たして
おり、評価できる。

取組指標 前年度実績 目標値 実績

A

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）

・違いを認め共に生きる力

・共感力

・協調性
・紛争を解決する力

・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）

・規範意識
・高い志

・その他

小項目（はぐくみたい力）

・授業力向上
・教材開発

・その他

資料２－４



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

85% 90% 91%
313/345人
７科目受験/実受験者数

B 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者全国平均の
125％以上の者の割合

9% 40% 44%
５教科７科目受験者における得点率
８割以上の者の割合　から目標変更

A 継続

⑱課題研究活動 全国規模での大会の発表者数 16人 35人 19人
SSH全国発表会　４人
マスフェスタ　15人

C 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数

4人

①府レベル
20人

②全国レベル
５人

①8人
②11人

①科学の甲子園７位６人、学生科学賞２人(教育委員
会賞２本)、②パソコン甲子園本選２人、日本生物学
オリンピック本選敢闘賞１人、日本情報オリンピッ
ク女子部門本戦３人敢闘賞・本戦出場１人、SSH全
国発表会ポスター発表賞４人

C 充実

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験
GTECスコア690点（CEFR A2相
当）以上　100％取得の維持

100% 100% 100%
外部試験でCEFR A2相当のスコアを取
得できる力を持っている。

B 継続

CEFR A2相当以上を維持している
が、外部検定でより高いレベルの資
格へのチャレンジを促す仕組みを検
討していただきたい。

C

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

123人 135人 99人 C 継続

㉒進学実績
進路希望達成率
（第一志望への合格率）

41% 43% 35% C 充実

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 144人 155人 129人 C 充実

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ２人 ２人 ０人 C 継続

A

A

府立大手前高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

課題研究をコースに分けて実施し、高いレベルでの探究を実現している。また、経験年数の異なる教員
でスモールグループを構成し、授業研究を行うなど、教員の指導力向上に努めていることは評価でき
る。さらには、マスフェスタやマスキャンプの実施により、生徒や教員が交流できる機会を設定してい
ることも評価できる。今後は海外研修等の取組みを進めることにより、活気ある生徒の育成やさらなる
学力向上に努めてもらいたい。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

大学入学共通テスト５教科７科目受
験者の割合は前年度の実績を上回っ
た。また、5教科7科目受験者全国
平均の125％以上の者の割合につい
て、目標値を上回った。ともにその
要因を分析し、引き続き高い水準を
継続してもらいたい。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

全国規模での大会の発表者数、全国
規模のコンクール・コンテスト等の
入賞者数ともに前年度実績を上回っ
ていることは評価できる。

AA

Ⅸ．進学実績

進学実績について、スーパーグロー
バル大学（タイプＡトップ型）およ
びグローバルサイエンスキャンパス
への進学者数及び国公立大学現役進
学者数が前年度の実績を下回った。
その要因を分析されたい。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立四條畷高等学校

コメント 評価

①
・自学自習力
・言語活用力

継続
学習強化日と英語プレゼン
テーション講座の実施

自学の取組みにおける生徒
の自己評価

参加者１年
生360名

90%
学習強化日

２回

①１年生学習強化日
　　5/26　7/7
②英語ディベート講座とし
て12月13日14日に実施
し、1年生360人が参加。

A
英語プレゼンテーション集
中講座の取組についての生
徒の評価(肯定的意見)

満足度
90.4%

90%以上 93%

①２回の学習強化日では、自分の学習方法を振り返り、効
果的な学習方法を考え、夏休みの学習計画につなげたり、
将来の夢実現から逆算して今やるべきことを考えたうえで
大学教授の講演を聞くことで、自分自身のやりたいこと･や
るべきことを具体化できた。
②ディベート講座では、論理的に英語で意見を述べるこ
と、そのために幅広い知識・教養が必要であることを学
び、英語で意見を述べる喜びを体験できた。満足度は、事
後アンケート結果より。

A 継続

②
・ICT活用力
・コミュニケーション力
・表現力

継続
プレゼンテーション大会の
系統的実施

参加人数 2520名 2000名 2146名

①探究チャレンジⅡ　中間発
表(１･２年生全員)
②探究チャレンジⅢ
学びの航海図(３年全員)
③探究チャレンジⅡ　成果発
表(１･２年生全員)
④如月杯(英語暗唱大会
(１年生全員))

A
各種プレゼン大会に向けて
の取組に対する生徒の評価
(肯定的意見)

91% 90%以上 96%

学校教育自己診断の結果による。各学年で全
生徒が緊張感をもって発表できる機会を保障
していること、発表の結果がクラス代表や学
校代表としてより大勢の前での発表につなが
ることが肯定的評価につながった。

A 継続

③
・科学的リテラシー

継続
「探究ラボ」による科学的
リテラシー育成

取組メニューの数 14個 10個 12個

①全体会（研究班紹介）31回
②卒ラボ式（３年生から２年生へ残す
言葉）３回
③迎ラボ式（２年生から１年生へ迎え
る言葉）２回
④進捗状況発表会５回
⑤大学教授による講演会２回
⑥ラボ卒生による講演会３回
⑦学生TAによる講演会２回
⑧産総研研修１回

A
「探究ラボ」の生徒による
活動への評価（肯定的意
見）

100% 90%以上 91%

22人中20人が強い肯定的意見（データ処理の
力が付いた，プレゼン力が伸びた　等）を、2
人が弱い肯定的意見（期待していた程ではな
かったが、人前で発表できるようになった
等）と答えていました。

A 継続

④
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性

継続
海外修学旅行及び海外から
の訪問者受入による国際交
流

修学旅行全般についての生
徒の評価（肯定的意見)

国内修学旅
行に変更

98%
90% 98%

新型コロナウイルスにより
国内旅行に変更
ルスツ・ニセコ・札幌にて
３泊４日で実施

A
国際交流に対する生徒の評
価(肯定的意見)

98% 80%以上 98%

修学旅行の生徒アンケートの肯定率より。
新型コロナウイルスの感染状況を見極めなが
ら、可能な限りコロナ前の状況に近づけるよ
うに宿泊行事を実施したことが高い肯定率に
つながった。

A 継続

⑤
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性

継続

海外（オーストラリア・台
湾）とのWEB交流及び手
紙・メール・ビデオレター
の交換（希望者）

参加人数 739名 500名

①358名
②360名
③27名
④40名
⑤20名

計805名

① 77期 台湾松山高級中学の生徒とペ
アを組み、カードを交換
② 76期 オーストラリア・バンダバー
グ高校の生徒とペアを組、カードを交
換
③ バンダバーグ高校・松山高級中学と
のオンライン交流
④ タイ ・プアスクールとのオンライ
ン交流
⑤オーストラリア研修

A
海外研修参加生徒によるプ
ログラムに対する評価(肯
定的意見)

80% 90%以上 92%

新型コロナウイルス感染症により現地訪問あ
るいは海外からの受け入れができない状況で
オンラインによる交流を継続し、一定レベル
の肯定的評価を得ていたが、４年ぶりに３月
実施のオーストラリア研修を実施できたこと
により、肯定的意見が目標値を上回った。

A 継続

⑥
・協調性
・健康・体力
・リーダー育成

継続 充実した部活動の維持 部活動の参加率 97% 90% 95%
運動部　679名
文化部　345名
合計 　1024名

A 部活動による入賞件数 44件 35件以上 73件

上位大会の出場は、近畿大会出場10部、全国
大会出場１部の結果となった。近畿大会でも
入賞・表彰まに近い成績を残すなど全般的に
ハイレベルであった。

A 継続

⑦
・進路実現　高い志

継続 飯盛セミナーの実施 講座数と参加人数
７講座
826名

５講座
400名

７講座
803名

「国際協力活動のこれから」「“こと
ば”の不思議・学問の世界」「畷高生
が市長になる日～その道のりと仕事へ
の想い」「地域とともに歩む～『夢』
があふれる時代の生き方～」「300年
企業の誇りとさらなるチャレンジ」
「未来の医療を変えるMuse細胞の発
見と秘話：チャンスはどのように訪れ
るのか」「近畿大学原子力研究所見
学」

A
参加生徒によるプログラム
に対する評価（肯定的意
見）

93% 90%以上 98%

２日間にわたって７講座の中から興味関心に
応じて選択できること、多様な内容の講座が
用意されていること、スペシャリストの実体
験による内容であることなどから満足度は高
い。

A 継続

⑧
・進路実現　高い志

継続
大学研究室訪問（東大・京
大・阪大・神大）

参加人数 370名 300名 528名

学校独自企画：東大15、
京大116、阪大）141、
神大138。今年度は３大
学で実施し、文系学部の訪
問枠も増設した。
GLHS企画：京大44、阪
大74

A
参加生徒によるプログラム
に対する評価（肯定的評
価）

満足度
98.6%

90%以上 99%

本校独自の研究室訪問のアンケート結果よ
り。学校教育自己診断の「畷高では将来の進
路や生き方について考える機会があります
か」の肯定率は97％

A 継続

⑨
・規範意識とリーダーの資
質向上

継続

①登校指導の実施
②アドプト・ロード・プロ
グラム及び地域清掃活動の
取組み

①実施日数
②のべ参加者数

①179日
②648名

①160日
②500名

①167日
②640名

①登校時間に正門・通用門
で挨拶運動
②正門前道路を中心に通学
路の清掃活動

A
積極的に挨拶していること
への生徒の自己評価（肯定
率）

85% 90%以上 79%
①新型コロナウイルス感染防止策の影響を受
け、挨拶の肯定率が大幅に下がっている。
②アドプトロードは定期的に実施できている

B 継続

⑩
教員力の向上

継続
研修の系統的実施及びメン
タリングによる教員の相互
育成

研修実施回数と参加人数 16回
570名

年５回
350名

13回
489名

進路分析検討会７回(計184
人)
面接指導研究１回(10人)
人権研修２回(65人･67人)
校内教職員研修１回(68人)
探究基礎知識研修1回(50人)
2/20教職員研修【45人】

A
研修に対する教員の評価
（肯定的意見)

96% 80%以上 94%
進路・人権・探究など、多様な研修に加え、
自分の想いを表現できる参加型の校内研修を
実施したことにより高い肯定率となった。

A 継続

⑪
・初任者の指導力向上

継続
初任者の指導力向上のため
の取組み

初任者ミーティング実施回
数

12回 12回 12回

①各分掌主担者オリエンテーショ
ン ②首席講話 ③授業相互見学 ④
⑤⑥進路･GL･学年主任等からの
講話 ⑦教頭講話
⑧本校初任から2年目教員からの
講話 ⑨養護教諭･本校SCからの講
話⑩研究授業と研究協議⑪初任者
によるプレゼンテーション⑫年間
総括と校長先生への質問

A

初任者ミーティングに対す
るアンケートや感想による
教員の評価
（肯定的意見)

100% 90%以上 100%

２年目、ミドルリーダー、ベテラン教員から
の経験談や助言、自らのプレゼンテーショ
ン、校長先生への質問など内容・形態に多様
性があり、高い肯定率につながった。

A 継続

⑫
・教科指導力向上
・教材開発

継続

①研究授業び教員間の授業
公開の実施
②アクティブラーニングへ
の取組み

①実施回数
②取組み教員数の割合

①11回
②84％

①10回
②80%

①11回
②92％

①国語･英語各２回
　その他の教科各１回
授業見学回数は、平均2.9
回
②学校教育自己診断教員回
答より

A
授業力向上に関する学校教
育自己診断の評価（肯定
率）

93% 90%以上 93%

「教え方に様々な工夫をしている先生が多く
いますか」
参考：①「畷高の授業はあなたにとって必要
な力が付きますか」96％
②「興味を感じる授業は多くありますか」
83％

A 継続

⑬GLHS校以外の生徒の資
質向上

新規
①北河内サイエンスデイの
開催
②通年公開授業「探究チャ
レンジⅡ」

①北河内サイエンスデイの
開催回数
②通年公開授業「探究チャ
レンジⅡ」の実施回数

①１回
②新規

①年１回
②10回

①北河内サイ
エンスデイ
11/6実施
1/28実施
②通年授業公
開（２回３
人）

①11/6（主に四條畷市立の３中
学校の生徒・教員対象　参加者：
０人）
1/28（主に他の府立高校の生
徒・教員対象　四條畷市立の３中
学校の生徒・教員対象　参加者：
高校生９人　高校教員４人　中学
生３人　その他２人）
②6/24（府立高校教員１名参
加）11/18（島根県高校教員２
名参加）

A 参加満足度（４段階） ①3.5

①高校生
4.0　高校
教員3.0

中学生4.0

②高校教員
4.0

①北河内サイエンスデイは、年１回の予定が２回開催と
なった。11月実施分は、各校準備が整っておらず発表者は
本校のみとなった。２回目は他校からの発表参加、中学生
の件もあり、TA、大学院生、大学教授を含む観客の前で発
表する機会を得られたのは高校生には成長の場となり満足
度は最高となった。
②通年公開は、スケジュール調整の問題、他校への広報不
足からか、２回３人の参加となったが、参加した教員の満
足度は極めて高かった。

A 継続

⑭GLHS校以外の教員の指
導力向上

新規
①北河内サイエンスデイの
開催
②通年公開授業「探究チャ
レンジⅡ」

①北河内サイエンスデイの
開催
②通年公開授業「探究チャ
レンジⅡ」

①１回
②新規

①年１回
②10回

①北河内サイ
エンスデイ
mini1(11/6実
施)
mini2(1/28実
施)
②通年授業公
開（２回３
人）

①11/6（主に四條畷市立の３中
学校の生徒・教員対象　参加者：
０人）
1/28（主に他の府立高校の生
徒・教員対象　四條畷市立の３中
学校の生徒・教員対象　参加者：
高校生９人　高校教員４人　中学
生３人　その他２人）
②6/24（府立高校教員１名参
加）11/18（島根県高校教員２
名参加）

A 参加満足度（４段階） ①3.8

①高校生
4.0　高校
教員3.0

中学生4.0

②高校教員
4.0

①北河内サイエンスデイは、年１回の予定が２回開催と
なった。11月実施分は、各校準備が整っておらず発表者は
本校のみとなった。２回目は他校からの発表参加、中学生
の件もあり、TA、大学院生、大学教授を含む観客の前で発
表する機会を得られたのは高校生には成長の場となり満足
度は最高となった。
②通年公開は、スケジュール調整の問題、他校への広報不
足からか、２回３人の参加となったが、参加した教員の満
足度は極めて高かった。

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

AAⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

コロナ禍で海外への訪
問ができない中で、オ
ンライン等を活用しな
がら国際交流を続けて
いることは評価でき
る。今後、現地への訪
問が再開する中で、こ
の間培ってきた取組み
を精選しながら、さら
に交流が充実すること
を期待する。

AA

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

飯盛セミナーや研究室
訪問が、生徒の進路実
現や高い志を刺激する
取組みとなっているこ
とは評価できる。一方
で、挨拶に対しての生
徒の自己評価が低下し
ていることについて
は、その原因について
分析していただきた
い。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

研修の実施回数と参加
人数及び研修に対する
教員の肯定的評価がと
もに目標値を上回って
おり、評価できる。学
校として、教員育成の
しくみが「教科指導」
「課題研究」とも整備
されており、成果を上
げている。

AA

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

発表活動が全学年で実
施されているところが
特徴的である。発表の
結果によって代表とな
り、次の発表の機会に
つながっていくなど、
系統的に取り組んでい
る点が評価できる。

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

北河内サイエンスデイ
の取組みは、地域の課
題研究の拠点としての
役割を果たしており、
評価できる。他校の生
徒がより多く参加でき
る取組みとしていただ
きたい。

取組指標 前年度実績 目標値 実績

A

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－５



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

83%
(296/356)

80%
85.0%

(300/353)
在籍353名のうち300名が受験 A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テスト５教科７科目受
験者の得点率80％以上

11名
(3.7％)

20%
45名

(15.1％)

昨年度に比べ大幅に人数増の結果と
なったが、目標値には及ばなかっ
た。上記項目５教科７科目受験者数
が300名を超えたことは指導の成果
と言える。

B 継続

⑱課題研究活動 外部でのポスター、プレゼン発表数
23班85名
＋個人26

名

15グルー
プ

67班314名

SSH生徒研究発表会（1班3名）、NAIST英語発表（2班9
名）、日経STEAM2022シンポジウム学生サミット未来の
地球会議（1班4名）、関西NBCニュービジネスアワード
2022（4班20名）、Meet the Kyodai Chemistry in
Katsura Campus2022（1班5名）、CHAMGE MAKER
U-18（1班5名）、住吉高校探究フェスティバル第1部（1
班5名）、第５回おもちゃコンテスト（1班3名）、第11回
お弁当甲子園（1班4名）、クローズアップ飯盛城（1班4
名）、マスフェスタ（1班5名）、OSD第1部（8班38
名）、KSDmini①（5班23名）、高校生・私の科学研究発
表会（1班5名）、OSD第2部（3班19名）、住吉高校探究
フェスティバル第2部（2班10名)、北野高校課題研究発表会
（1班5名）、KSDmini②（5班27名）、GLHS10校合同
発表会（1班5名）、情報処理学会（1班2名）、JAPAN
CHALLENGER AWARD 2022 in 四條畷（3班11名）、
高校生モノづくりことづくりプランコンテスト2022（1班6
名）、SDGs探究AWARDS2022（8班36名）、第7回IBL
ユースカンファレンス（12班57名）

A 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

外部のコンクール・コンテスト入賞
者

６班22名
＋個人4名

入賞30名 32班160名

日経STEAM2022シンポジウム学生サミット未来の地球会
議１班4名（最優秀賞1班4名）、関西NBCニュービジネス
アワード4班20名（部門賞1班5名）、CHAMGE MAKER
U-18１班５名（１次予選通過１班５名）、科学の甲子園1
班8名（補欠2名含む、大阪府大会総合第8位）、高校生・私
の科学研究発表会（優秀賞1班5名）、OSD第2部（金賞1班
5名、銀賞2班14名）、KSDmini①（銀賞3班14名、銅賞2
班9名）、KSDmini②（金賞2班9名、銀賞3班19名）、
GLHS10校合同発表会（大阪府教育委員会賞1班5名）、情
報処理学会（入選1班2名）、第7回IBLユースカンファレン
ス12班57名（金賞5班23名、銀賞6班30名、銅賞1班4
名）

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験

各種英語外部検定試験において
CEFR
①Ｂ２レベル
②Ｂ１レベル

①36名
②209名

①40名
②200名

①40名
②161名

B2レベルの目標は達成できたが、
B1レベルは目標に達しなかった。

B 継続
CEFR B2レベルの生徒数が目標値
に達した。引き続き、高い英語運用
能力の育成に努めていただきたい。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

99名 90名 67名

京都大学、大阪大学、神戸大学
を志望し、実際に受験した生徒
数は、例年よりも多かった。進
路指導の成果は上がっている。

B 継続

㉒進学実績
難関３国公立大学（京大・阪大・神
大）現役・浪人合格者数

82名 80名
63名

(現役50名)

進路指導の成果が表れ、行ける
大学ではなく行きたい大学を受
験する生徒が増加した。合格者
数は目標に達しなかった。

B 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 161名 150名 140名
合格者154名と目標値を上回った
が、
進学した生徒が140名となった。

A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ０名 １名 １名
74期生が１名
Earlham COLLEGE（アメリカ）
に進学予定

A 継続

AA

B

府立四條畷高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

グローバルリーダー部や授業力向上委員会がGLHSの取組みや授業改善に向けた取組みを推進するな
ど、ボトムアップによる学校組織づくりができていることが高い成果につながっている。また、教員育
成の仕組みが「教科指導」、「課題研究」とも整備されていることが評価できる。さらには、学校にお
ける探究活動の充実により、校外での発表数や外部のコンテスト入賞者数の増加につながるなど、確実
に成果が現れている。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

大学入学共通テスト５教科７科目受
験者の割合が前年度実績及び目標値
を上回り、高い水準を維持できてい
る点は評価できる。また、得点率
80％以上の生徒数について、前年
度実績より大きく増加した。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

校外での発表活動が充実しており、
発表数が前年度実績を大幅に上回っ
た。また、外部のコンクール・コン
テスト入賞者数も大幅に増加してお
り、学校全体で探究活動の充実に努
めていることは大変評価できる。

AAA

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数が前年
度実績及び目標値を下回った。その
要因を分析し、改善に努めていただ
きたい。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立高津高等学校

コメント 評価

①学習方法の定着
　読解力リテラシー

継続
①１年生学習合宿
②自習室（月～木の夜８時
まで）の開放

①参加生徒数
②自習室の年間開放日数

①中止
②103日

①360名
②90日

①実施360
名
②99日

①4/26～4/28の２泊３
日で３年ぶりに実施。合宿
最終日にはチームビルディ
ングを実施し、好評であっ
た
②自習室を５月上旬から開
放し、年間99日間実施

A

①高校での学習方法が学べ
たと回答した生徒の割合
②自習室の１日当たりの平
均利用人数

①中止
②48人

①95%
②60人

①98.9％
②40人

①入学年度当初の実施によ
り、学習に対する姿勢が身
につき仲間づくりもでき、
高評価だった。
②年間計画に基づき実施。
利用者数は減少したが、
セーフティーネットとして
必要。

A 継続

②言語・ＩＣＴ活用力 継続

①校内課題研究発表会
②校内課題研究発表会、課
題研究（LCⅢ）論文の作
成

①参加生徒数
②課題研究（LCⅢ）の論
文数

①1425人
②124本

①700人
②100本

①712人
②130本

①令和５年２月３日に実施
予定
②昨年を上回る取組みが見
られた。

A
課題研究の取組みが充実し
ていたと回答した生徒の割
合

84% 90% 82%

全員が課題研究に取組むシ
ステムが定着。２月３日の
校内課題研究発表会では、
全110班が発表。姫野大
使による全体講演、分科会
では大学教授等から講評を
いただいた。３年生は、全
130本の論文数となっ
た。

A 継続

③英語運用能力 充実

①英語コミュニケーション
講座（KITEC）
　[１年全員および発展
コース（１・２年希望
者）]
②国内での宿泊研修
③国際交流センター留学生
との交流

参加生徒数
①417名
②中止
③27名

①1、２年
400人
②15人
③20人

①397名
②中止
③35名

①１年全員に加え、1・２
年の希望者による発展コー
スを実施。
②昨年度より計画したが今
年度もコロナ禍により中
止。
③20回実施

A

それぞれの取組みを通し
て、英語等に対する興味・
関心、運用能力が向上した
と回答した生徒の割合

①95％
②－

③ 100%

①95％
②90％
③90%

①基礎
95.5％

発展100%
②－

③90%

①今年度はSDGsをテーマ
に実施。難度は昨年より高
くなったが、より充実した
内容となった。
②次年度は、経済的負担を
考慮し、より内容が充実す
る企画を検討していく。
③生徒が肯定的な回答。コ
スパを含め満足度は高い。

A 継続

④健康・体力、協調性 継続
三部会（生徒・教員・自治
会）が主体となった記念祭
（文化祭・体育祭）の実施

三部会および記念祭各委員
会の生徒構成員の延べ人数

308人 300人 308人

記念祭関連で計11委員会
を設置し、それぞれに各ク
ラスから１名参加した。加
えて、自治会執行部も運営
に携わり、教職員と生徒で
運営を行った。

A
記念祭に満足したと回答し
た生徒・保護者の割合
（「分からない」を除く）

満足度
98.5%

生徒・保護
者95％

生徒98.7%
保護者
94.3％

体育祭を６月、文化祭を９
月に実施。保護者１名の入
場を可とした。コロナ禍で
の制約の中、自治会執行部
中心に工夫を行い生徒の満
足度は高かった。

A 継続

⑤違いを認め共に生きる
力、共感力、協調性

継続

①高津キャラバン隊（ボラ
ンティア活動）
（生活指導部）
②支援学校との交流

①参加クラブ数
②参加生徒数

①４クラブ
②生徒自治
会・希望ク
ラブ８団体

①全クラブ
②生徒自治
会・クラブ

３団体

①32クラブ
（3/30現

在）

②27名

①感染症対応等で、32ク
ラブが実施。
②生徒自治会、剣道部、吹
奏楽部で支援学校を訪問し
対面で交流を実施。ダンス
部はビデオレターによる参
加。

B
それぞれの取組みが有意義
だったと回答した生徒の割
合

① 100%
② －

①95％
②95％

①100％
②100%

①参加生徒は、この事業の
意味（社会性を育む）を理
解し、行動できている。
②コロナ禍で３年ぶりの対
面実施。両校生徒の満足度
は高く、全ての生徒から積
極的・肯定的な意見あり。

A 継続

⑥高い志 継続

①大学等外部団体の公開講
座・実習等への参加
②外国の高校等との交流・
発表
③国内（九州）サイエンス
ツアー

①参加生徒数
②参加生徒数、実施日数
③参加生徒数、実施日数

①1,950人
②事前学習
２回 各15
人。オンラ
イン３回、
延べ66名
③41名

①1,700人
②15人
③40名

①1945人
②事前学習5
回 各36人、
オンライン
交流会４回
のべ132名

③32名

①１・２年生は原則全員参
加、３年生は希望参加と
し、オンラインも活用しな
がら組織的かつ計画的に実
施。
②海外オンライン交流会を
実施。台湾、韓国、フィリ
ピンが参加。オンライン交
流会を４回実施。
③1/5～1/8に種子島・屋
久島で実施。

A
それぞれの取組みが有意義
だったと回答した生徒の割
合

①96％
②95％

③100%

①95％
②95％

③100％

①96%
②100%
③100%

①人数、満足度とも高い水
準を維持。この事業が、生
徒の視野や価値観を拡げ、
自身の探究テーマや進路選
択の方向性を見出す契機と
なっている。
②事前指導を充実し、回を
増すごとに生徒の積極性は
向上した。
③コロナ禍の中、32名全
員が無事参加でき、屋久島
の大自然に触れ、満足度は
高かった。

A 継続

⑦進路実現 継続

①土曜講習（オンライン講
習を含む）の実施
②体験型進路学習（職場訪
問、大学研究室訪問）の充
実

①実施日数
②職場、大学研究室の訪問
先数

①
１年17日
２年20日
３年18日

②職場63カ
所、研究室

51ヵ所

①各学年18
日以上

②職場63カ
所、研究室

50ヵ所

①１年20日
２年18日
３年20日

②職場63カ
所、研究室

52ヵ所

①１年生は原則全員参加、
２・３年生は希望参加と
し、オンラインも活用しな
がら組織的かつ計画的に実
施。
②オンラインも活用して実
施。

A
それぞれの取組みが有意義
だったと回答した生徒の割
合

①１年77％
2年90％
３年86％

②
1年100％
2年97％

①80%
②90％

①１年62％
2年74％
３年93％

②
1年98％
2年94％

①土曜講習は、年間計画に
基づき順調に実施。
②63カ所の職場、52カ所
の研究室に訪問。職場訪問
は班ごとのプレゼン、研究
室訪問は班ごとのポスター
セッションによる発表会を
実施。少人数での展開によ
り、生徒の満足度は高水準
を維持。

A 継続

⑧授業指導力向上 継続
研究授業・研究協議、授業
参観の実施

各取組みの実施回数

研究授業２
回

研究協議２
回

授業参観80
回

研究授業10
回

研究協議10
回

授業参観80
回

研究授業12
回

研究協議12
回

授業参観の
べ151回

研究授業および研究協議の
期間を６月と10月の２回
設けて実施した。公開した
授業の合計は６月は17コ
マ，10月は延べ56コマ。
また、全校トップページに
も掲載して他校向けにも周
知し、３名の参加があっ
た。

A
本校の授業は、知的好奇心
を抱きやすいなど、内容が
濃いと回答した生徒の割合

89% 80% 87%

初任者・ミドルリーダー層
の教員を含め、研究授業と
して授業公開を実施。教員
がICTを有効活用するなど
工夫をこらし、指標も昨年
に近い数値となった。今後
は、積極的に広報し、他校
からの見学者を増やしてい
きたい。

A 継続

⑨進路指導力向上 継続
民間教育産業と連携した進
路指導研修

研修回数
研修参加教員数

15回実施。
196名が参

加。

15回
200人

15回実施。
205人参

加。

外部講師等も利用しながら
適切な時期に研修を行い、
研修で得た情報をもとに、
進路指導や授業・講習の改
善を図っている。

A

本校の教職員は生徒の進路
実現に向けて積極的に取り
組んでいると回答した生徒
の割合

93% 85% 91%

「高津進路プログラム
（KSP）」に基づき、計
画的に実施。個人の結果も
分析して指導に活用するな
ど改善を加えている。

A 継続

⑩教材開発、授業効果の向
上

継続

①補助教材（オリジナル）
の工夫
②シラバス到達目標のブ
ラッシュアップ

①補助教材にさらに工夫を
凝らした教員の割合
②実施教科数

①100%
②全教科

①100%
②全教科

①100%
②全教科

LEAF（学習支援システ
ム）から全教科での利便性
の高いClassroomの運用
へ移行しながら、積極的な
活用により、効果的な課題
配付や反復学習等を行い、
学習内容の定着を図ってい
る。

A

①生徒授業アンケート質問
５（教科書の他、プリント
や視聴覚教材等をうまく
使っている）に対する評価
②生徒授業アンケート質問
９（授業を受けて知識や技
能が身についた）に対する
評価

①3.5
②3.5

①3.3
②3.3

①3.45
②3.40

ICTを効果的に用いて授業
する教員が増加。探究での
論文作成、調べ学習、HW
や反転学習のため
Classroom利用等によ
り、1人1台端末の活用が
進んでいる。教育環境を高
めるため、高津モデルの
ICT教卓を開発。次年度か
らリーディングGIGAハイ
スクール指定校。

A 再編

⑪GLHS校以外の生徒の資
質向上

継続
国際交流センターでの留学
生との交流（GULS）

国際交流センターでの留学
生との交流（GULS）にお
ける天王寺区内公立高校の
参加校数および参加生徒数

３校
41人

４校
35人

３校
40人

本校（35名）だけでな
く、清水谷高（２名）、
OBF高（３名）も参加し
た。国際交流センターの自
走化を進めることで、地域
全体の国際性の涵養の一助
となっている。

A 参加満足度（４段階） 3.5 3.5 3.4

内容、コストパフォーマン
スを含め、参加生徒の満足
度は高い。今後、より英語
力を高めたい生徒への対応
や、、対象校を拡げること
のついて、国際交流セン
ターと協議していく。

A 継続

⑫GLHS校以外の教員の指
導力向上

継続

①WEBページに「これか
ら探究活動を進める学校
へ」として資料等を公開。
②「台湾サイエンスツ
アー」において、追手門学
院大手前高校、富田林高校
と連携して生徒・教員を招
聘

①WEBページに「これか
ら探究活動を進める学校
へ」として資料等を公開。
②連携校からの参加人数

①課題研究
についての
資料を学校
HPにて公
開した。

②ツアーは
中止。オン
ラインでの

交流。

①充実
②連携校か
ら各５名

①公開後閲覧回
数が1300を超
える状況となっ
ている。
②コロナ禍のた
め中止。
事前学習に、追
手門学院大手前
高校教員のべ３
名，生徒のべ
14名が参加。

①課題研究で実際に使用し
ている教材を掲載し、取組
みを広く公開した。他校に
おいて探究を進める上での
参考になったと思われる。
②ツアーは中止となった
が、事前学習を実施し、追
手門学院大手前高校の教
員・生徒が参加した。高津
生徒は23名参加。

A 参加満足度（４段階） - 3.3
①4.0
②3.6

①11月の高津サイエンス
ラボ研究交流会で応募の
あった探究を指導する他校
教員（夕陽丘・寝屋川・住
吉・旭・水都国際）に対
し、本校の取組みをレク。
②海外オンライン交流会や
1月にフィリピン、韓国の
生徒を招聘し「東アジア太
平洋高校生環境フォーラ
ム」で合同河川調査を実
施。生徒満足度は高かっ
た。

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

府内多数の中学校から入
学する高津高校において
は、１年の学習合宿は非
常に意義があり、３年ぶ
りに開催できたことが、
今後、生徒が卒業までに
どのように効果として表
れるのか、分析してもら
いたい。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

同じ地域の他校の生徒も
参加できる国際交流を企
画・実施できており、地
域拠点の取組みとして大
変評価できる。また探究
活動の普及として研究交
流会を開催し、他校を招
き交流を図るなど、積極
的な取組みが、今後高津
高校の強みになるはずで
あり、さらなる飛躍を期
待する。

AⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

文化祭や体育祭を自治会
執行部中心に工夫を行っ
て実施することで、生徒
の主体性を育むことが出
来ているのではないか。
また、ボランティア活動
や支援学校との交流につ
いても、参加生徒の満足
度は高く、取組みが有意
義であることがうかが
え、評価できる。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

海外との交流会への参加
人数が昨年度実績及び目
標を大きく上回り、大変
評価できる。引き続き、
グローバルリーダー育成
のために、海外の高校生
等と積極的に交流を重
ね、多様な文化や価値感
を身に付けて欲しい。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す 研究授業や授業参観を通

じて教員育成を図ってい
る。経験の浅い教員の育
成を中心課題として捉え
て、アクションをおこ
し、校内体制を整えてい
る姿は、他校にも大きな
ヒントを与えると考え
る。

AA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－６



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
５教科７科目受験者の割合

88% 75% 88.7%

多くの生徒が国公立大学をはじめ自
分の志望を貫き最後まで努力を続け
ている。昨年度並みの受検状況と
なった。

A 継続

⑮大学入学共通テストの結果
５教科７科目受験者における得点率
８割以上の生徒の割合

5.23% 20% 14.1%

「高津進路プログラム（KSP）」に
基づき指導してきた結果、目標には
及ばなかったが、前年度実績を大き
く上回る結果となった。

B 継続

⑯課題研究活動
課題研究活動を通じて、科学的な調
査・分析・整理・発表の道筋を学べ
たと回答した生徒の割合

80% 90% 83%

1人1台端末を有効活用し、取組み
の精度は確実に向上している。ま
た、発表時に原稿を読むのではな
く、自分のことばで他者に伝える姿
勢が定着してきた。

A 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

入選数 10本 10本 9本

・日本学生科学賞入選１等「ニッポ
ンバラタナゴの保護に向けた環境
DNA検出系の開発」・大阪府生徒
研究発表会 優秀賞「銀樹の形状の変
化と電解電流の関係性」等

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑱英語外部検定試験 １・２年生の英検のスコアレポート
CEFR

B1:208人
CEFR

B1:150人
CEFR

B1:281人

高校入学時に英検２級以上を取得し
ている生徒が増加。また、入学後も
さらなる上位のスコア獲得を志す生
徒が増加傾向にある。

A 継続

CEFR B1段階の生徒が、前年度実
績及び目標値を上回っているが、入
学後にさらなる上位のスコア獲得を
志す生徒を増やす取組み検討してい
ただきたい。

C

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

80人 80人 101人
近畿圏を中心に全国の有力大学への
進路を安定して実現できている。
SGU　58人　GSC　97人

A 継続

⑳進学実績
近畿圏難関国立大学（京大・阪大・
神大）及び医学部医学科への現役・
浪人合格者数

77人 80人 78人

3年生は第1志望を貫く姿勢を示す
生徒が多く、京大・阪大・神大　現
役合格者数60人という結果となっ
た。

A 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 152人 130人 158人

3年生は前期試験まで熱心に講習会
に参加する姿勢があり、国公立大学
現役合格者数166人という結果に結
びついた。

A 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0人 1人 1人
サンタモニカカレッジ（米・公立
大）

A 継続

AA

AAA

府立高津高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

学習合宿や独自の進路プログラムを基にした指導を行うことが、生徒の学力向上につながっている。ま
た、経験年数の少ない教員の育成を中心課題ととらえ、アクションを起こし、校内体制を整えている点
は他校にも大きなヒントを与えてくれる。さらには、「人の心の痛みがわかるグローバルリーダー育
成」というテーマを設定し、教職員と生徒が共有しながら様々な取組みを進めていることは評価でき
る。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

独自の進路プログラムによる粘り強
い指導により、学力の伸長と実績の
向上がうかがえる。今年度の結果を
分析し、さらなる向上をめざされた
い。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

全国規模の発表大会で入賞するな
ど、高い実績をあげた。高い実績を
上げた研究をロールモデルとして下
級生に継承していくなど、さらなる
飛躍を期待したい。

AAA

Ⅸ．進学実績

目標値及び昨年度実績を上回る実績
を上げた。独自の進路プログラムを
はじめ様々な取組みにより、安定し
て進学実績をあげることができてい
る。他校や好事例を参考にして、さ
らなる飛躍を期待する。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立天王寺高等学校

コメント 評価

①自学自習の確立 継続

桃陰セミナーの実施及び
部学習の促進
（勉強は学校でする自学
自習の習慣づけ）

桃陰セミナー実施回数 24回 20回 22回
前期11回
後期11回

B
桃陰セミナー参加者の満
足度
部学習のべ実施回数

満足度
95.9%
部学習
56回

満足度
90%以上

部学習
50回以上

満足度
92.1％

部学習71
回

桃陰セミナー参加者数：
一日平均184名
部学習参加者数：のべ
920名

A 継続

②基礎学力の充実・確立 継続

天高スタンダード（各学
年で達成する学力基準）
の充実及び学力育成プロ
グラムの見直し

天高スタンダード達成目
標の見直し、学力育成プ
ログラムの見直し、自主
教材の作成。

国語、化
学、創知
Ⅰ、ディ

ベートにつ
いて自主教
材をを作
成、使用

各教科より
良き改訂を

めざす

自主教材作
成及び改定
と自主教材
を用いた授
業の実施

国語、化学、創知Ⅰ、創
知Ⅱ、ディベート、保健
において自主教材を作成
し、授業で使用してい
る。

B
天高スタンダード到達目
標の達成率

89.5%
80%
以上

90.3%
各教科達成率自己評価の
平均

A 再編

③英語運用能力 充実

校内留学プログラム
「Road to GL」の実施
（２年生プログラムの改
編）

校内留学プログラム
「Road to GL」参加者数

105名 100名以上 1年生61名

部活動・宿泊を伴う行事
の実施が難しかった昨年
と異なり、部活動・夏の
行事等、選択肢の多かっ
た本年の本事業参加者数
は、コロナ禍前に近い数
字となった。

B
「Road to GL」参加者の
満足度

96%
90%
以上

100%

前年度に比べ参加者数は
減少したが、生徒たちは
複数ある夏のプログラム
から選択し、積極的にこ
のプログラムに参加した
と考えられる。

Ａ 継続

④人権意識、共感力の育
成

継続

天高育成プログラムで示
される力の育成
人権講演会及び人権HRの
実施

人権講演会及び人権ＨＲ
の実施

講演会等
９回

計画通りの
実施

９回実施

１年：人権講話／ネット
社会と人権・いじめ／弱
者問題・障がい者理解
２年：社会の中の人権・
LGBTと人権・平和学習
３年：国際社会と人権・
雇用と人権・3年間のまと
め

B
講演会ごとの生徒アン
ケートによる満足度

95%
90%
以上

96% 満足度平均 Ａ 継続

⑤健康と体力と協調性を
育む

継続

天高育成プログラムで示
される力の育成
野外生活体験学習、水泳
訓練、水泳大会、金剛登
山、徒歩訓練、長距離走
大会などの実施

野外生活体験学習、水泳
訓練、水泳大会、金剛登
山、徒歩訓練、長距離走
大会などの実施

長距離走大
会中止

他の行事は
臨機応変に

実施

計画通りの
実施

水泳大会を
除いて実施

水泳訓練(７月)
林間学校(日帰りで９月～
10月に変更して実施)
水泳大会(中止)
長距離走大会(１月)
金剛登山・徒歩訓練(２月)

B
行事ごとの生徒アンケー
トによる満足度

95%
90%
以上

95%

学校教育自己診断
「林間学校は有意義であ
る」
・水泳訓練は有意義であ
る」
肯定評価平均

Ａ 継続

⑥日本古来の伝統に触れ
る
（感性の育成）

継続

天高育成プログラムで示
される力の育成
文楽鑑賞及び能楽鑑賞の
実施

文楽鑑賞及び能楽鑑賞の
実施

文楽鑑賞実
施

休校により
能楽鑑賞を
オンライン

で視聴

計画通りの
実施

実施
文楽鑑賞会(２年11月)
能楽鑑賞会(１年１月)

B
行事ごとの生徒アンケー
トによる満足度

98%
90%
以上

95.5% 能楽95%、文楽96％ Ａ 継続

⑦規範意識の陶冶と自尊
感情の育成

継続 学校遅刻者の指導 学校遅刻者総のべ人数 2123人
1800人以

内
2062人

１年：350人
２年：865人
３年：847人

B 部活動への加入率 92%
90%
以上

92%
延べ部活加入率107％
延べ1156名／在籍
1074名

Ｂ 継続

⑧高い志の育成 継続

天高育成プログラムで示
される力の育成
京都大学研修会、社会人
講演会、学部学科説明
会、天高アカデメイア
等、可能な範囲での実施

講演会等の実施回数
天高アカデ

メイア
15回実施

天高アカデ
メイア

12回以上
16回実施

①光ピンセット、②リモートセ
ンシング（英語での講演）、③
仕掛学、④ゲノム編集、⑤音色
と物理学（仏語での講演（通訳
あり））、⑥恐竜、⑦大阪の大
学、⑧有機合成、⑨建築、⑩感
性の定量化、⑪原子力、⑫流体
力学、⑬ビッグバン、⑭遺伝子
と温暖化、⑮サイバーセキュリ
ティ、⑯マンモスと再生医療

Ａ
行事ごとの生徒アンケー
トによる満足度

99%
90%
以上

97% 満足度平均 Ａ 継続

⑨海外研修等の実施 再編

海外研修（米）または代
替の国内研修の実施
海外セミナー（台湾）の
実施
海外（豪・フィンラン
ド）の学校とのオンライ
ン交流の実施

①海外研修または国内研
　修の実施
②海外セミナーの実施
③海外の学校とのオンラ
　イン交流の実施

国内研修及
び海外オン
ライン交流

を実施

計画通りの
実施

①代替国内
研修実施
②台湾研
修・海外高
校修学旅行
生訪問受入
れ
③オンライ
ン交流

①国内研修(12月・2泊3
日)：原子力・エネルギー問
題・廃炉・街づくりをテーマ
とした東京・福島研修
②台湾研修(３月)・ヘルシン
キ国際高校修学旅行生本校訪
問(３月)
③インドネシアPradita
Dirgantara高校(４月)

B
行事ごとの生徒アンケー
トによる満足度

100%
90%
以上

100%
海外研修代替国内研修参
加者満足度

Ａ 再編

⑩研究授業の実施／教員
相互の授業見学実施

継続

研究授業の実施
他の教員の授業見学の実
施
授業公開週間の設定

①研究授業の回数
②教員１人当たりの授業
　見学回数

①27回
②10.9回

①15回
②５回

①研究授業
のべ23回
②授業見学
6.5回

授業力向上を考える会３
回実施
校内公開研究授業(６月)
公開研究授業(11月)…外
部10校27名参加
教員研修(12月)

Ａ
生徒授業アンケートによ
る満足度

第１回
87.9%
第２回
87.8%

85%
以上

第１回
88.8％
第２回
89.0％

第１回(７月実施)
　3.55／4.00
第２回(12月実施)
　3.56／4.00

Ａ 継続

⑪教科指導研修会の実施 継続
外部講師による教科指導
法向上の講座の実施

外部講師による教科指導
法講座の実施回数

オンライン
講義（物・
歴・英・
数・化・
国）実施

５回
オンライン
講義等を受
講

オンライン講義（国語、
地理、数学、化学、生
物、英語、情報）受講

Ａ
生徒による学校教育自己
診断アンケート（授業や
教材、教え方の満足度）

94%
85%
以上

95%

学校教育自己診断
「満足できる授業が多
い」
「教材や教え方に工夫」
肯定評価平均

Ａ 再編

⑫新採用や経験の少ない
教員対象の研修会の実施

継続
桃陰塾（首席等ミドル
リーダーを講師とした研
修会）の実施

桃陰塾の実施回数 ７回 ７回 ６回

首席等を講師として実
施。
４月…教務
６月２回…進路・伝統行
事
７月…あしび山荘下見
12月…評価方法
１月…共通テスト分析

B 参加教員の満足度 100%
85%
以上

100%
新転任の教員を対象に講
義型・参加型で実施

Ａ 継続

⑬GLHS校以外の生徒の
資質向上

新規

①研究部会議への参加を
広く呼びかけて実施。
②校内課題研究発表会へ
の参加を呼びかける。
③天高アカデメイアへの
参加を呼びかける。

①研究部会議へのGLHS
以外からの参加生徒数
②校内課題研究発表会へ
のGLHS以外からの参加
生徒数
③天高アカデメイアへの
GLHS以外からの参加生
徒数

新規
合計５校
20名以上

４校55名

①２校10名（府立３名、
府外７名）
②１校４名（海外の高
校）
③１校のべ41名（大阪市
内の中学生）

B 参加満足度（４段階） ー
85％
以上

①100%
②100％
③100％

①府立高校とは本校にお
いて対面で、府外の高校
とはオンラインで実施
②フィンランドの高校生
４名が対面で参加
③第３回、第５回に合計
で41名が参加

A 継続

⑭GLHS校以外の教員の
指導力向上

新規

①校内教員研修会への参
加を近隣校に呼びかけ
る。
②校内課題研究発表会へ
の参加を呼びかける。

①校内教員研修会への
GLHS以外からの参加教
員数
②校内課題研究発表会へ
のGLHS以外からの参加
教員数

参加なし
合計３校
10名以上

９校16名
①府立高校５校11名
②府立高校２名、私立高
校１名、海外の高校２名

A 参加満足度（４段階） ー
85％
以上

①98%
②100％

①授業見学、研究協議、
指導力向上の会を実施
②本校の取組みの概要説
明を実施。ポスターセッ
ションにおいて質問者と
して参加

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

桃陰セミナー、自主教
材の作成及び活用、
Road to GLの取組み
を通して、天高スタン
ダードを適えつつ、確
かな学力を伸長してき
た取組みについて敬意
を表する。今後は、国
内外の先進事例を参考
に、取組みをアップ
デートするなど、さら
なる飛躍をめざしても
らいたい。

AA

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

校内課題研究発表会や
授業見学を積極的に他
校に発信し、実績を上
げた点が評価できる。
引き続き、天王寺高校
が築いてきた課題研究
や指導方法について、
府内に広く発信し、府
立高校をリードする存
在となってもらいた
い。

AⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

多彩な学校行事は天王
寺高校の魅力。社会を
あらゆる側面から考え
ることができるグロー
バルリーダーを育成し
て欲しい。そのため
に、学校行事の意義・
目的を見失うことな
く、常に邁進していた
だきたい。

AA

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

天高アカデメイアにつ
いては、毎年・毎回
テーマ設定を考え、生
徒の琴線に触れるもの
になっており、加えて
満足度も高く、志を高
めている。海外研修の
代替である国内研修で
は、廃炉の問題を取り
上げ、日本の社会や未
来を考えるリーダーと
しての素養を身に付け
る非常に評価できる取
組みとなった。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す 教員が入れ替わる中、

天王寺高校の指導の伝
統を引き継いでいくこ
とが課題である。経験
年数の浅い教員が様々
な経験を積む場面を積
極的に設けるなど、教
員の育成に努めてもら
いたい。

AA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－７



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
５教科７科目受験者の割合

96.3%
(343名
/356名)

95%
以上

95% 受験336名／在籍354名 Ｂ 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テスト
全国平均に対する得点率
《３科目（国数英）平均》

137% 130%以上 135%
天王寺平均459.22点／全国平均
339.03点

Ａ 継続

⑱課題研究活動 ルーブリック評価の導入

教科・創
知、課題研
究、大阪ｻｲｴ
ﾝｽﾃﾞｲで活用

改善及び校
内研究発表
における活

用

９分野すべて
の課題研究に
おいてルーブ
リックを開発

中間発表、論文評価におけるルーブ
リックを９分野でそれぞれ開発。開
発には全教科の教員28名が係わっ
た。

Ｂ 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の　①受験者数　②入賞者数

①322名
②３名

①300名
②５名

①406名
②26名

①物理12、化学130、生物35、数学69、
地学58、地理66、情報36
②物理全国１名、生物全国１名（銅賞・日本
代表候補）、数学全国１名、地理全国５名、
情報敢闘賞５名（JOIG本選２名）、SSH生
徒研究発表会ポスター賞１班（４名）、SSH
生徒研究発表会生徒投票賞１班（４名）、大
阪府学生科学賞大阪府知事賞１班（４名）

Ａ 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験
TOEFL Junior１・２年全員受験
CEFRB1以上到達者人数

１年193名
２年272名

400名以上 487名
１年(６月実施)：191名
２年(12月実施)：296名

Ａ 継続

現在の評価基準からは外れるが、
TOEFL Juniorにより客観的に英語
４技能の伸長の測定は、評価でき
る。結果の分析等から高い英語運用
能力の育成に引き続き努めてもらい
たい。

C

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡトッ
プ型）およびグローバルサイエンスキャ
ンパスへの進学者数（１浪含む）

178名 150名以上 151名
京都大47名、大阪大46名、
東京大７名他

Ｂ 継続

㉒進学実績
国公立等医学部医学科進学者数
（浪人生含む）

22名 15名以上 31名
大阪大１名、神戸大３名、大阪公立
大６名他

Ａ 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数
186名

(52.5%)
全体の

45％以上
46.9%

国公立大学進学者数165名／卒業生
数352名

Ｂ 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） １名
受験者
を出す

２名 西シドニー大学、ウェブスター大学 Ａ 継続

AA

AA

府立天王寺高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

「野人たれ」というコンセプトが健在であり、コロナ禍にも関わらず、課題研究や学校行事等、すべて
の教育活動において充実した取組みを継続していることには敬意を表したい。校内体制が整い、教員の
指導力向上が図られていることから、それらの成果を他校に発信・普及されることを期待している。今
後も10校の取組みのとりまとめ役としての役割を期待したい。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

総合的な学力については、継続して
安定した実績を残しており、大変評
価できる。教員の指導力の向上な
ど、校内体制を強化し、引き続き、
高い実績を残してもらいたい。

AAA

Ⅶ．課題研究活動

課題研究活動について目標値及び前
年度を上回る実績をあげ、大変評価
できる。特に理科系のコンクール・
コンテストへの出場数が秀でてお
り、また高い実績も残している。

AAA

Ⅸ．進学実績

前年度実績を下回った項目があるも
のの、安定して高い実績を残してい
ることは大変評価できる。単年度ご
との結果に左右されることなく、生
徒の希望進路が実現されるよう、継
続した進路支援に努めてもらいた
い。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立生野高等学校

コメント 評価

①基礎学力の定着 継続
1 自学自習時間を増やす
取組
2 進学講習の実施

1 (1)学習状況調査の実施
　(2)進路HRの実施
2  ３年進学講習参加者数

1(1)
平日
・1年前期　77.7分
・2年前期　87.4分
・３年前期　169.5分
休日
・1年前期　142.2分
・2年前期　139.4分
・3年前期　5.45時間
・1時間未満（前期）
　1年19.7％
　2年16.9％

・３年前期希望者講習
　735名
・３年後期希望者講習
　457名
・３年夏期講習
　925名

1(1)年３回実施
  (2)各学年５回

2
・３年前期希望者講習

　　750名
・３年後期希望者講習

　　350名
・３年夏期講習
　　1000名

1(1)調査
１年５回
２年６回
３年２回

(2)進路HR
１年８回
２年７回

３年11回実施

２
ほぼ計画通りに

進行

２
・３年前期希望者講習
　925名
・３年後期希望者講習
　604名
・３年夏期講習
　1421名

A

1(1)
・各学年の自学自習時間
・１年・２年の平日の自
学自習時間１時間未満の
割合
2　進学志望達成率

1(1)
平日
・1年前期　77.7分
　11月　　　79.8分
・2年前期　87.4分
　11月　　　87.6分
・３年前期　169.5分
　11月　　　219.5分
休日
・1年前期　142.2分
　11月　　　131.6分
・2年前期　139.4分
　11月　　　136.3分
・3年前期　5.7時間
　11月　　　7.3時間
・1時間未満（7月→11
月）
　1年19.7％ → 19.0％
　2年16.9％ → 15.9％

1(1)
・１、２年

　90分
・３年

　180分
・１時間未満
　30%以下
2　達成率

　65％以上

1(1)第1回
７月実施、
第2回11月

実施

２
進学志望達

成率

1(1)
平日
・１年前期　59分
　　　後期　89分
・２年前期　69分
　　　後期　81分
・３年前期　192分
　　　後期　226分
休日
・１年前期　174分
　　　後期　106分
・２年前期　138分
　　　後期　130分
・３年前期　247分
　　　後期　279分
・１時間未満（７月→11月）
　１年 25％　→　36％
　２年 25％　→　18％

B 継続

②言語活用力・ICT活用力 継続
プレゼンテーション能力
の向上

・プレゼンテーション発
表者数（校内・校外）
・海外サイエンスツアー
での研究発表

・１，２年生は全員が複数回プ
レゼンテーションを実施。

・校外は延べ45名
・中間発表満足度　95.5％

・校内
　　延べ 720名

・校外
　　延べ50名

・中間発表会満足度
　　95％

ほぼ達成

・１，２年生は全員が複数回
プレゼンテーションを実施。
・校外は53名
・中間発表満足度　91.8％

A

・アンケートによる生徒
の評価
・情報収集能力およびプ
レゼンテーション能力の
向上

10月末時点
・校内

　　延べ 354名
・校外

　　延べ45名

中間発表満足度　95.5％

・情報収集能力およびプ
レゼンテーション能力向
上したと感じる生徒の割

合70％以上

右欄参照

・校内
　　１・２年生全員
　　３年生３名
・校外
　　延べ53名
中間発表満足度　91.8％
成果発表満足度　98.5％

A 継続

③英語運用能力 継続
1 英検を利用しての英語
運用能力向上
2 英語集中講座の実施

1 運用能力をはかる目安
として英検を活用し、計
画的にその向上を図る。
2 英語集中講座参加者数

1
・1年準2級以上取得率

　　30％
・2年2級以上取得率

　　14％

２　英語集中講座参加者
　　36人

1
・2年2級以上取得率

50％

2
・英語集中（グローバ
ルリーダ－）講座参加

者数　25名以上

右欄参照

1
・1年準2級以上取得率
　　46％
・2年2級以上取得率
　　52.8％

２　英語集中講座参加者
　　23人

A

1
・英検２級以上取得率
2
・英語集中講座
（グローバルリーダー
ズ）
参加者数

1
・１年準２級以上取得率

　　30％
・２年２級以上取得率

　　14％

２　英語集中講座参加者
　　36人

1
・２年２級以上取得率

　　50％

2
・英語集中（グローバル
リーダー）講座参加者数

　25名以上

１
・１年生は
受験なし

２年次に２
級を受ける
ように指導

した

2 参加者減

1
・２年２級以上取得率
　　52.8％

２　英語集中講座参加者
　　23人

A 継続

④違いを認め共に生きる
力

継続 異文化理解教育の推進
・海外スタディツアー、
サイエンスツアーの参加
者数

・韓国泳薫高校との交流
　放課後　計３回

・サイエンスツアー代替オンラ
イン研修を３月に２回実施

14名、16名

・60名以上

・海外スタディツ
アーは中止。代替
として12月に屋久

島・種子島で実
施。

・泳薫高校との交
流は実施。

・韓国泳薫高校との交流
　オンラインで11月放課後に３
回実施、12月25日から３泊４
日で韓国訪問。１月18日に泳薫
高校生が本校訪問。参加者数23
名。
・サイエンスツアー
　12月24日から３泊４日で種
子島宇宙開発センターと屋久島
で実施。参加者数14名

A
・アンケートによる生徒
の評価（肯定的意見）

・韓国泳薫高校との交流
会満足度100％

・サイエンスツアー代替
オンライン研修の満足度

100％

・90%以上 右欄参照

・韓国泳薫高校との交流会満
足度100％
・サイエンスツアー満足度
100％

A 継続

⑤共感力、協調性、健
康・体力を育む

継続 部活動・学校行事の活性化

・自治会による部代表者
会議及びリーダー講習会
実施による所属集団への
貢献と自己目標追求の姿
勢を涵養
・学校行事に進んで参加
する生徒の割合
・府大会以上の大会出場
部数を恒常的に確保

・部代表者会議６回を実施
・リーダー講習会は後期終業式

の日に実施して44名参加
・体育祭は中止、文化祭は全部

参加、満足度97％

・部代表者会議の開催
６回

・リーダー講習会参加
65名以上

・行事参加率調査
80%以上

・延べ20部以上

右欄参照

・部代表者会議６回開催
・リーダー講習会参加者満足
度100％
・体育祭満足度99.0％、文
化祭満足度98.3％

A

・学校教育自己診断によ
る生徒の評価（達成感、
満足度）
・府大会以上の大会出場
部数

・生徒の満足度80.3%
・府大会以上出場12部、
陸上部全国決勝進出、写

真部全国準優勝

・学校教育自己診断によ
る生徒の評価（達成感、

満足度）80%以上
・府大会以上の大会出場

部数　延べ20部以上

右欄参照
・生徒の満足度87%
・府大会以上出場18部、陸上
部全国進出、写真部全国優勝

A 継続

⑥規範意識 継続 欠席・遅刻を減らす取組 ・教員の一致した指導

・コロナにより保護者は参加で
きず。登校指導は２月に４回目

を実施した。
・毎朝校門指導を実施

・保護者との連携
・生徒指導部による特

別指導随時
・全教員による登校指

導年間４回
・毎朝の校門指導

・登校指導は年
間４回実施

・毎朝校門指導
を実施

・保護者向け自己診断におけ
る行事参加率50％→84％

A ・欠席者数、遅刻者数

遅刻者数
1832

欠席者数
4680

・遅刻者数
　延べ1500名以下

・欠席者数
　延べ4000名以下

遅刻者数
1570回
欠席者数
5598回

A 継続

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

⑦高い志を育む 充実

1 国公立大学へのキャン
パスツアー
2 卒業生による講演会
3 リーダー講習会
4 地域清掃等ボランティ
ア活動
5 灯びプロジェクト
6 振り返りの実施

1 キャンパスツアー参加
者数
2 講演会の回数
3 講習会の参加者数
4 地域清掃活動の回数
5 灯びプロジェクト参加
者数
外部発表会への参加率
6 定期考査、学力テスト
等で振り返りを実施

１
・夢ナビ

オンラインでの開催を１年生徒
全員に紹介

・キャンパスツアー参加者
京大10名（人数指定）

阪大118名
２講習会

・3年15講座、１年夏季、２
年常時英国で継続実施

・リーダー講習会は後期最終日
に実施44名参加

６振り返りはすべての定期考査
や学力テスト、模試で実施し

た。また、振り返りを行う授業
も増え、授業改善にも生かされ

ている。

1
・１、２年夢ナビ参加

者300名以上
・キャンパスツアー参

加者100名以上
3 リーダー講習会参加

者65名以上
4 PTAと連携した地域

清掃の実施２回以上
6 すべての定期考査や
学力テスト、模試で実

施

右欄参照

１
・キャンパスツアー参加者
京大51名
阪大47名
・２年生全員対象に阪大見学
会実施
・１年生全員が大学のオープ
ンキャンパスに参加
３
・リーダー講習会は３月に実
施予定
６
振り返りは すべての定期考
査や学力テスト、模試で実施

A
・アンケートによる生徒
の評価（肯定的意見）

１夢ナビ
・コロナ禍によりオンラ

インでの開催を1年生徒全
員に紹介

・キャンパスツアー参加
者

　京大10名（人数指定）
　阪大118名　満足度

98％
２講習会参加者は未集

計。英国の講座はほぼ会
場の定員に達している

６振り返り　100％実施

1
・夢なび85.0％

・キャンパスツアー参加
満足度95%

6 すべての定期考査や
学力テスト、模試で振り

返り実施

右欄参照

１夢ナビ
・今年度は参集形式で実施さ
れず、オンライン視聴のみ。
・キャンパスツアー参加者
　京大51名　満足度88％
　阪大47名　満足度95％
２講習会参加者は未集計。英
国の講座はほぼ会場の定員に
達している
６振り返り　100％実施

A 継続

キャンパスツアーな
ど、高い志を育む取組
みを実施しており、生
徒の満足度も高い。ま
た、すべての定期考査
や模擬試験で振り返り
を行っている点も評価
できる。

AA

⑧授業力の向上 継続
1 校内における研究授業
の実施
2 授業の相互参観

1 研究授業の回数
2 相互参観の教員参加率

１英語、数学、理科、体育、
　国語で実施

2　見学週間第一回
　　57.1%　　36/63

　　見学週間第二回
　　47.6％　　30/63

1 各教科１回以上の実
施

2 全教員による授業参
観参加

１　計５回実施
２　見学週間

・公開率100％
見学率55.4％

１
　国語、数学、理科、英語
　で実施

2　見学週間第一回
　　65.6%　　42/64
　  見学週間第二回
　　45.3%　　29/64

B
・授業評価による授業理
解度

第一回目→第二回目
1年88.8%→91.1%
2年89.5%→91.1%
3年91.5%→94.6%

1年　85％以上
2年　90％以上
3年　90％以上

第一回目、
第二回目と
も目標達成

第一回目→第二回目
1年89.1%→88.6%
2年91.4%→92.5%
3年92.7%→92.8%

A 継続

⑨授業力の向上 継続
民間教育産業等の研修へ
の参加

参加者数
のべ26名参加
駿台18、他８

30名以上（教員数の
約半分）

右欄参照
のべ28名参加
駿台22、他６

B
授業評価による授業理解
度

第一回目→第二回目
1年88.8%→91.1%
2年89.5%→91.1%
3年91.5%→94.6%

1年　85％以上
2年　90％以上
3年　90％以上

第一回目、
第二回目と
も目標達成

第一回目→第二回目
1年88.8%→91.1%
2年89.5%→91.1%
3年91.5%→94.6%

A 継続

⑩GLHS校以外の生徒の
資質向上

継続
探究Ⅱポスター発表、成
果発表会への参加

探究Ⅱポスター発表、成
果発表会への参加人数

７名参加 20名
招待発表１校
出前授業６校

・探究Ⅱポスター発表で住吉
高校を招待
・近隣小中学校への出前授業
６校
　受講者数計199名

A 参加満足度（４段階） - 右欄参照 3.8 A 継続

⑪GLHS校以外の教員の
指導力向上

継続

・探究Ⅱポスター発表と
成果発表会、研究協議へ
の参加
・公開授業・研究協議へ
の参加

・探究Ⅱポスター発表と
成果発表会、研究協議へ
の参加人数
・公開授業・研究協議へ
の参加人数

22名参加 20名

参加者数
15名

理科初任者全員
の研修を実施

・公開授業　参加者15名
　満足度100％、活用度
92％
・理科初任者対象師範授業実
施（物理）

A 参加満足度（４段階） 3.6 右欄参照 3.9 A 継続

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

平日の自学自習時間に
ついて、３年生は目標
値に達しているもの
の、１・２年生は目標
値に達していない。ま
た、１時間未満の割合
が１年生で増加してい
る。引き続き、低学年
次での自学自習の習慣
を定着させる取組みを
進めてもらいたい。ま
た、英検２級以上取得
率については、目標値
を上回っており評価で
きる。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

韓国高校との交流につ
いて、昨年度はオンラ
インでの交流のみだっ
たが、現地へ訪問して
の交流が実施できたこ
とは評価できる。実際
に現地を訪れることが
異文化理解の促進に貢
献したのではないか。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

組織的に授業力の向上
に取り組んでおり、授
業理解度の数値が高い
水準を維持しているこ
とは評価できる。相互
参観の教員参加率が昨
年度実績は上回ってい
るもののおよそ半数に
とどまっていることに
ついて、今後より多く
の教員が参加すること
を期待したい。

A

Ⅴ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

探究Ⅱポスター発表、
成果発表会へ他校の生
徒、教員がより多く参
加できる仕組みを検討
いただき、生野高校が
培ってきた探究活動の
ノウハウをぜひ他校へ
普及していただきた
い。

A

成果指標 前年度実績 目標値 実績
自己
評価

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－８



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑫10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑬大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

77.3% 80% 78.4% 276名／352名（78.4%） A 継続

⑭大学入学共通テストの結果
大学入学共通テストの5教科7科目
の受験者の得点が全国平均（900点
満点）の110％以上の割合

58.5% 60% 52.1%
144名/276名
文系69名/114名（60%）
理系75名/162名（46%）

C 継続

⑮課題研究活動
アンケートによる生徒の評価（２年
の発表を見た１年の満足度）

58%

情報収集能力およびプ
レゼンテーション能力
が向上したと感じる生
徒の割合70％以上

77% 244名／318名 A 継続

⑯コンクール・コンテスト等の成
果

府レベル以上のコンテスト出品数と
入賞件数

入賞数
全国2件
近畿1件
府56件

全国５件
近畿10件
府40件

出品数
（入賞数）

全国９件（０）
近畿０件

府24件（３）

・大阪サイエンスデイ第2部銀賞
・化学工学会学生発表会奨励賞
・神戸女学院探究フォーラムグッド
ポスター賞

B 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑰英語外部検定試験
1 英検を利用しての英語運用能力向
上
2 英語集中講座の実施

１
2年2級以上取得率
44％
２
参加者31名
満足度100％

1
・2年2級以上取得率
　　50％
2
・英語集中
（グローバルリーダー）
講座参加者数
20名以上

1
・2年2級以上
取得率52.8％
２
・英語集中（グ
ローバルリー
ダー）講座参加
者数23名

A 継続

英語資格の取得について、目標値を
上回ったことは評価できる。引き続
き英語運用能力の向上に努めていた
だきたい。

AA

⑱スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

57名 50名 49名 B 継続

⑲進学実績 進路希望達成率 78% 75% 74% A 継続

⑳国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 157名 150名 137名 B 継続

㉑海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） １名 １名 ０名 C 継続

A

A

府立生野高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

校長のリーダーシップのもとで、組織的な授業改善やクリティカル・シンキングの育成に向けた取組みを進めていることは
評価できる。また、定期考査等において「振り返りシート」を活用し、自律的な学習者を育成しようとしていることも評価
できる。韓国との交流など、アジアを含む活動の充実に努めてもらいたい。今後は教員の意識改革や進学実績の向上等、成
果の「見える化」を図るとともに、取組みの成果の発信・普及に努めていただきたい。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記
大学入学共通テストの５教科７科目
受験者割合は前年度の実績を上回っ
たものの、大学入学共通テストの5
教科7科目の受験者の得点が全国平
均（900点満点）の110％以上の
割合については、特に理系で目標値
を大きく下回っていている。その要
因を分析し、今後の学習の指導につ
なげてもらいたい。

A

Ⅶ．課題研究活動

課題研究活動にを通じて情報収集能
力やプレゼンテーション能力が向上
したと感じる生徒の割合は前年度実
績及び目標値を上回った。一方で、
コンテスト等への出品数が減少して
おり、多くの生徒が外部のコンテス
ト等に参加できるような仕組みを検
討していただきたい。

B

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数につい
て、前年度実績及び目標値を下回っ
た。その要因を分析いただきたい。
進路希望達成率については目標値を
少し下回ったものの高い実績を保っ
ており、粘り強い指導の成果ではな
いだろうか。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立三国丘高等学校

コメント 評価

①基礎学力及び自学自習
力の向上

充実

①隔週土曜授業の実施
②三丘エクセレンス、三
丘スタディーハードの充
実
③成績不振者講習の実施
（１・２年生）

・実施回数
・実施回数
・実施回数（実施教科）

・10回
・20回、
279回実施
・81回実
施

・10回
・23回、
200回以上
・年間70
回以上

・10回
・24回、
201回
・91回

A

・アンケートや感想
・ １,２年生での自学自習
を２時間以上行う生徒の
割合
・補充講習への出席率

・68.3%
・1年70％
  2年60％
・100％

・肯定的意
見60%以
上
・50％以
上
・100％

・86.4％
・1年
55.8％
  2年
62.8％
・100％

A 継続

②読解力リテラシー育成
継続

④読書指導の充実
⑤文章要約、文章能力の
育成

・読書案内の発行
・読書記録による指導
（１、２年全員）

・９回発行
・１年８
回、２年
10回提出

・年間５回
・年間３回
以上

・５回
・１年14
回、２年7
回提出

A
・読書記録提出による自
主読書量

・１年18
作品
２年10作
品

・１,２年年
間５作品以
上

・１年16
作品
２年13作
品

A 継続

③科学的リテラシー、ICT
活用力及び課題解決能力
を育む

充実

⑥「課題研究（CS研
究）」などの充実
⑦プレゼンテーション能
力の向上

・大学研究室の訪問回数
・CS研究充実のための組
織活動
・校内外での発表会等で
のプレゼン

・０回訪問
・毎週継続
実施
・21回実
施

・10回
・CS委員
会毎週開催
・延べ10
回

・８回訪問
・毎週継続
実施
・17回実
施

・京都大学２回、大阪大
学４回、その他２回

・CSⅡ２回、SSH関係８
回、SGH関係６回、その
他１回

B

・「課題研究（CS探
究）」の延べ発表班数
・実施後のアンケートや
感想

・158回
・92％

・口頭及び
ポスター発
表100回以
上
・肯定的感
想・意見が
80%以上

・160回
・88%

A 継続

④英語運用能力の育成 継続
⑧4技能統合型授業の実施
⑨英語の特別レッスン

・実施回数
・実施回数

・１,２年
毎週実施
・15回実
施

・１,２年
毎週実施
・10回

・１,２年
毎週実施
・11回実
施

・海外研修事前研修７
回、３月に英検６回予定

A

・アンケートや感想
・各種４技能型英語外部
テストの受験
・特別レッスン参加者数

・82.3%
・318人
・171人

・肯定的意
見80%以
上
・英検２級
以上取得者
150人以上
・延べ70
人

・80.0%
・545人
・255人

A 継続

⑤違いを認め共に生きる
力の育成
（異文化・国際理解）

継続
⑩海外研修等の充実
⑪海外生徒との交流や留
学生の受け入れ

・海外研修参加人数
・交流・留学受け入れ人
数

・41人
・6人

・100人
・70人

・89人
・34人

・米国リーハイ大学国連
研修34人、NASAツアー
25人、オーストラリア語
学研修30人
・台湾復旦高校34人

B
・アンケートや感想によ
る生徒の評価
（肯定的な意見）

・肯定的評
価100%
・肯定的評
価100%

・肯定的評
価90%以
上

・肯定的評
価100%
・99%

A 継続

⑥違いを認め共に生きる
力の育成
（ボランティア活動
　　・地域交流活動）

継続
⑫地域ボランティア活動
への参加

・幼稚園や小学校等の世
代間交流(防災宿泊訓練含
む）の参加人数
・地域中学校と連携した
科学教室の実施

・中止
・中止

・40人
・100人

・中止
・中止

・堺市および地域自治会
との防災に関する意見交
換会開催、地域防災訓練
への参加
・科学教室の代わりに理
科系クラブの紹介（天文
部、理化部、生物部）
中学生228人参加

A

・アンケートや感想によ
る生徒の評価（防災宿泊
訓練・幼稚園ボランティ
ア）
・アンケートや感想によ
る参加者の評価
　　（三国丘科学教室）

・中止
・中止

・肯定的感
想が80%
以上
・参加者の
肯定的意見
80％以上
・参加者の
増加

・中止
・中止

A 変更

⑦健康・体力・協調性と
豊かな感性の育成

継続
⑬部活動の振興
⑭学校行事の充実

・部活動加入促進
・学校行事（文化祭、体
育祭、
　芸術祭、マラソン大
会）実施

・95.3％
・体育祭、
文化祭無事
故で実施

・ 95%
・内容充実

・96.5％
・体育祭、
文化祭無事
故で実施

・芸術祭保護者観覧の再
開

A

・大阪府代表や近畿全国
大会への参加・出場件数
・アンケートや感想によ
る生徒の評価

・11件
・肯定的感
想が大半

・５件
・肯定的評
価90％

・12件
・94.7%

A 継続

⑧高い志を育み進路実現
を果たす

充実

⑮社会で活躍する卒業生を活用
した講座「三丘セミナー」や各
種研究講演会の実施・充実
⑯東京方面キャンパスツアーの
実施
⑰大学見学の実施
⑱医療インターンシップの実施

・講座（講演）の開催回
数
・参加人数

・26回実
施
・中止
・中止
・中止

・25回
・20人
・450人
・50人

・35回実施
・東京方面物
理体感学習の
中で実施
24人参加
・223人
・５人

・三丘セミナー11回、研
究関係12回、進路関係８
回、その他４回

A

・難関国公立大学（10大
学）への進学者数 (東大、京
大、阪大、北大、東北大、名
大、九大、神大、公大)
・大学医学部医学科進学者数
・アンケートや感想による生
徒の評価

・257人
（現役192
人）
・10人
・肯定的感
想が大半

・150人以
上
（現役100
人以上）
・10人以上
・肯定的意見
80%以上

・161人
（現役127
人）
・13人
・肯定的評
価100％

・東大１，京大22，阪大
39，北大３，東北大１，名
大４，九大３，神大31，大
阪公立大59
・神大１，秋田大２，滋賀医
大１，鳥取大２，徳島大１，
岡山大１，鹿児島大１，和歌
山県立医大２，福島県立医大
１，近大１

A 継続

⑨規範意識の醸成 継続
⑲遅刻指導の徹底
⑳朝のあいさつの奨励
㉑リーダーズ研修の実施

・教員による校門指導と
　担任、教科担当の指導
・年間12回の実施

・校門指導
を日常的に
実施
・13回の
実施

・校門指導
を日常的に
実施
・年間12
回の実施

・校門指導
を日常的に
実施
・13回の
実施

・スポーツリーダーズセ
ミナー１回、救急法講習
会１回、キャプテン会議
11回

A
・１日１クラスあたりの
遅刻人数

・0.53人
（968件）

・0.5人未
満

・0.78人
（3509
件）

B 変更

⑩授業力向上 継続

㉓授業改善に向けての取り組み
㉔授業観察によるフィードバック
㉕保護者への授業公開の実施
㉖公開研究授業及び研究協議の実施
㉗アクティブラーニングやＩＣＴ機器活用
授業の研究
㉘他校で実施される研究授業への積極的参
加
㉙民間教育産業等との連携によるスキル
アップ研修参加

・全教員が改善シート提出
・全員にフィードバック
・年間３回実施
・年間４回実施
・研修及び授業見学実施回数
・参加人数
・参加人数

・２回目全教員提
出
・全員フィード
バック
・今年度は実施せ
ず
・１回実施（他校
から16名参加）
・教育センター実
施の研修に参加
・他校や予備校等
に13名参加

・全教員提出
・全員フィード
バック
・年間３回実施
・年間４回実施
・研修４回
見学実施講座10講
座
・他校や予備校等
に50名以上参加

・全教員提出
・全員フィード
バック
・１回（10月末）
・１回（他校から
24名参加）
・教育センター実
施の研修に参加
・他校や予備校等
に19名参加

B
・授業アンケートによる
授業満足度

・91.4％

 
・80％以
上

・90.7％ A 継続

⑪進路指導力向上 充実

㉚新旧３年担任を中心と
した進学指導研修の実施
㉛各学年業者模試実施後
の研修実施
㉜共通テスト分析研修の
実施

・実施回数
・実施回数
・実施回数

・１回実施
・８回実施
・１回実施

・ 年間１回
・ 年間５回
・ 年間１回

・１回実施
・９回実施
・１回実施

・スタサポ３回、１年１
回、２年２回、３年３回

A

・難関国公立大学（10大
学）への進学者数  (東
大、京大、阪大、北大、
東北大、名大、九大、神
大、市大、府大)
・大学医学部医学科進学
者数

・257人
（現役192
人）
・10人

・150人以
上
（現役100
人以上）
・10人以
上

・161人
（現役127
人）
・13人
・肯定的評
価100％

・東大１，京大22，阪大
39，北大３，東北大１，名
大４，九大３，神大31，大
阪公立大59
・神大１，秋田大２，滋賀医
大１，鳥取大２，徳島大１，
岡山大１，鹿児島大１，和歌
山県立医大２，福島県立医大
１，近大１

A 継続

⑫初任者・転入者に対す
る指導力向上支援

継続 ㉝校内研修の実施 ・研修実施回数
・14回実
施

・10回 ・22回

・新着任研修１回、三究
会５回、校長主催研修６
回、首席主催研修２回、
進路関係５回、その他３
回

A
・初任者、転入者に対す
る生徒の授業満足度の向
上

0.6%の向
上

・授業アン
ケート肯定
的回答率
１％以上の
向上

・1.2％の
向上 A 継続

⑬GLHS校以外の生徒の
資質向上

継続
・課題研究発表会の公開
・理系クラブの他校との
交流会

・課題研究発表会の公開
の回数
・理系クラブの他校との
交流会の回数

・１回
・中止

・年１回以
上

・年１回以
上

・中止
・中止

・科学教室の代わりに理
科系クラブの紹介（天文
部、理化部、生物部）
中学生228人参加

A 参加満足度（４段階） -
・中止
・中止

― 充実

⑭GLHS校以外の教員の
指導力向上

継続
・課題研究授業の公開
・課題研究指導の研修お
よび情報交換会

・課題研究授業の公開の
回数
・課題研究指導の研修お
よび情報交換会の回数

・中止
・２回

・年１回以
上

・年１回以
上

・１回
・３回

・校内生徒研究発表会に
６名の他校教員参加（内
３名は私立高校教員）
・府立高校教員向けオン
ライン研修１回、教務研
１回、府立私立高校教員
向け研修１回

A 参加満足度（４段階） 3.8
・4.0
・3.9

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

AAⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

中止を余儀なくされた
取組みもあるが、海外
での語学研修を実施で
きたことは、参加した
生徒にとって有意義な
ことである。制限が緩
和される次年度は、国
内外問わず、積極的に
生徒間交流を進め、年
齢や文化、地域等の違
いを認めることができ
る人材の育成に努めて
もらいたい。

AA

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

遅刻者の増加は気にな
るところ。部活動や学
校行事の満足度も高
く、充実した学校生活
が伺えるので、遅刻の
要因等を分析に対策を
考えられたい。
また、昨年度実施でき
なかった、校外での研
修が実施でき、生徒の
満足度も高く、今後の
進路実現につなげても
らいたい。

AA

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

進路研修や模試実施後
研修など、教員同士の
情報交換の機会が充実
している。加えて、校
長や首席主催研修もあ
り、教員の育成に力を
入れている点が大変評
価でき、校内体制の強
化につながる。引き続
き、期待する。

A

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る
課題研究を核とした教
育活動が展開できてお
り、積極的な発表活動
は大変評価できる。ま
た土曜授業や読書活動
等の計画的な取組みに
より、生徒の確かな学
力の伸長を促している
点についても、評価で
きる。一方で、昨年度
の卒業時アンケート結
果において、勉強に対
する構えがネガティブ
になっていることが読
み取れるので、各取組
みの生徒への満足度等
からその要因について
分析されたい。

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

校内生徒研究発表会に
他校の教員を招き、課
題研究の成果の普及に
努めたことは大変評価
できる。生徒向けの取
組みについては、代替
の取組みにより、中学
生に対して積極的な働
きかけを行った。次年
度も、理系クラブを中
心に他校の生徒と交流
できる機会を積極的に
設けてもらいたい。

取組指標 前年度実績 目標値 実績

AA

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料２－９



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

・93% 85% ・89.5% A 継続

⑰大学入学共通テストの結果
5教科7科目受験者における得点率8
割以上の者の割合

・8.9% 30% ・23% B 継続

⑱課題研究活動 校外での研究発表グループ数
・のべ21
グループ

25グルー
プ

・のべ31
グループ

・SSH17班、SGH13班、GLHS
１班

A 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

府や全国規模のコンクール・コンテ
スト等の受賞者数

・のべ31
人

30人 ・28人
・物理チャレンジ、化学オリンピッ
ク等９名
・SGH19人

B 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験 英検２級以上取得者数 ・318人 150人以上 ・545人 A 継続

昨年度に引き続き、英検２級以上の
取得者数は大幅に増加しており、大
変評価できる。在学中にさらに高い
レベルの資格にチャレンジするな
ど、さらなる意欲の向上に向けた取
組みに期待する。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

・121人 90人 ・109人

北大３，東北大１，筑波大１，宇都
宮大１，東大１，名大４，京大
22，阪大39，神大31，岡山大
２，広島大１，九大３

A 継続

㉒進学実績
難関国公立大学等（東大、京大、阪
大、神大、公大、医学部医学科）の
全合格者数（現役・浪人）

・200人 120人 ・163人
東大１，京大22，阪大39，神大
31(内医学部医学科１人)，大阪公立
大59，医学部医学科12

A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 ・198人 140人 ・166人
国立大113
公立大53

A 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ・３名 １人 ・１人 A 継続

AA

AA

府立三国丘高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

学校説明会を生徒主導で行うことにより、志願者数の増加等の成果をあげていることはすばらしい。ま
た、他校への発信や他校との連携にも積極的であり、GLHSとしてのミッションを果たしている。さら
には、課題研究を中心とした教育活動や、海外との交流、教員の育成等、どの取組みを見ても質が高
く、全体としての取組みがなされていることも評価できる。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

学力調査では２年から３年にかけて
の伸長が直近２年に比べ、好転して
おり、その要因について分析された
い。大学入学共通テストについて
は、目標値に達しなかったことを踏
まえ、さらなる飛躍を期待する。

AA

Ⅶ．課題研究活動

校外での研究発表グループ数が増加
したことは大変評価できる。他校の
研究や好事例を参考に、全国規模の
コンクール・コンテストに引き続き
積極的にチャレンジしてもらいた
い。

AA

Ⅸ．進学実績

昨年度実績からは減少したものの、
いずれの項目においても、目標値を
上回り、高い進学実績をあげてい
る。その要因を分析するとともに、
目標値の更新について検討を行いつ
つ、生徒の希望進路実現に向けて取
組みを継続していってほしい。



令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート１ 府立岸和田高等学校

コメント 評価

①・学習習慣
　・学力向上

継続

①土曜講習（特進ゼミ）･
サポート講習（成績不振
者）等の実施
②土曜午前「千亀利セミ
ナー（卒業生の監督によ
る自習）」の実施

①開講回数
②のべ利用生徒数

①404回
②2,100名

①400回以
上
②2,000名
以上

①367回
②1,878名

①すべての教科あわせ
て、計367回実施。

②33回実施し、のべ
1,878名が利用

Ｃ

（生徒向け）学校教育自
己診断における「土曜日
の午前中を学習に活用」
の肯定的評価

53.1% 60％以上 49.0%

講習の実施や自習室の開
放は予定通り行ったが、
肯定的評価は49.0％であ
り、３年連続で値が下
がった。

C 再編

②・思考力・判断力・表現力

　・課題発見・解決能力
継続 課題研究の充実

①２年文理課題研究発表
会の実施
②３年キャリアスタート
ゼミでの論文作成

①オーラル
78本、ポ
スター111
本
②文理学科
理科の生徒
全員

①オーラル
70本、ポ
スター100
本以上
②文理学科
理科の生徒
全員

①オーラル
75本、ポ
スター115
本
②生徒全員

①1/21(土)の文理課題研
究発表会において、オー
ラル75本、ポスター115
本を発表。
②文理学科理科のみなら
ず、すべての生徒が論文
を作成。

B

SSHアンケート「文理課
題研究を通して『知りた
い』と言う気持ちが高
まった」の肯定的評価

60% 70％以上 63.7%

肯定的評価は63.7％であ
り、昨年度よりは向上し
たが、目標値には至らな
かった。

C 継続

③・国際的な視野
　・英語運用能力

継続

①グローバルリーダー養
成プログラム国内版の実
施
②English Café（16
回）の実施

①参加者数
②のべ参加者数

①110名
②200名

①80名以上
②200名以
上

①90名
②86名

①8/9～8/12の４日間で
実施。80名の募集に対し
90名の生徒が参加。
②計画どおり16回実施し
たが、参加者数はのべ86
名であった。

Ｃ
①受講者へのアンケート
における肯定的評価

99% 95％以上 ①95%

①プログラム全体への満
足度は95％であった。
（英語⼒の成⻑を実感
98％、自分の中での意識
の変化99％、同様のプロ
グラムへの再受講希望
92％）

B 継続

④・共感力
　・協調性
　・健康・体力

継続
①部活動の活性化
②部活動におけるリー
ダー研修の実施

①クラブ加入率
②実施回数

①81％
（実人数）
②１回

①80％以上
②１回以上

①85.0%
②２回

①クラブ加入者数810名
②10/13、３/２に部活
動員を対象とした研修を
実施。

B

（生徒向け）学校教育自
己診断「部活動が活発
で、生徒は部活動に熱心
に参加」の肯定的評価

91.4% 90％以上 93.1%
肯定的評価は93.1%であ
り、昨年度を上回った。

B 継続

⑤・社会参画意識
　・共感力
　・協調性

充実
①岸城幼稚園との交流
②地域の課題をテーマと
した課題研究

①実施回数
②地域の公的機関やNPO
等との連携した取組み

①３回
②連携数

①２回
②２か所以上

①２回
②２か所

①２年生が家庭科の授業
で園児と２回交流。
②7/13にkcp(一般社団
法人岸和田シティプロ
モーション推進協議会)の
協力のもと「１年生対象
課題研究テーマ相談会」
を開催。
泉佐野市議会に働きか
け。

B

①参加生徒へのアンケー
トにおける肯定的評価
②地域の課題をテーマと
した研究本数（２年生文
理課題研究）

①90％以上

②　―
①90％以上

②５本以上
①95％
②５本

①肯定的評価は95％で
あった。
②地域の課題をテーマと
した研究は５本であっ
た。

B 継続

⑥・社会人としてのマナー

　・通学マナー向上
　・挨拶・服装

継続

①全教員による「通学指
導週間」の設定
②生徒による朝の挨拶運
動の実施

①実施回数
②実施回数

①３回（各
学期１回）
②23回

①３回（各
学期１回）
②20回以
上

①３回
②19回

①１学期は5/9～5/13、
２学期は10/25～
10/27、３学期は２/７
～２/９に実施。
②朝の挨拶運動を19回実
施。

B

（生徒向け）学校教育自
己診断「社会人としての
モラルを守る態度を育て
ようとしている」の肯定
的評価

82.1% 80％以上 81.4%

肯定的評価は81.4％であ
り、昨年度より少し下
がったが、目標値は上
回った。

B 継続

⑦・将来像の構想
　・コミュニケーション力

継続

①卒業生による職業講話
の実施
②大学教授等の外部講師
による出前講義

①実施回数
②実施回数

①１回
②３回

①１回
②３回以上

①１回
②３回

①5/28に「OB・OG講
演会」を開催。講師は本
校卒業生９名。
②8/25に大学出張講義
(講師16名)、9/29にコ
ミュニケーション講座、
10/26に村尾塾を実施。

B

①参加生徒へのアンケー
トにおける肯定的評価
②参加生徒へのアンケー
トにおける肯定的評価

― 90％以上
①95％
②89％

①自由記述でもほとんど
が肯定的であった。
②肯定的評価90％（これ
からの進路選択に役立っ
た91％、学術や研究に関
する興味が高まった
87％）

B 継続

⑧・高い志
　・職業観・勤労観

継続

①東京方面大学キャンパ
スツアーの実施
②SSHサイエンスツアー
の実施

①参加生徒数
②参加生徒数

①　―
②10名

①７名以上
②20名

①９名
②28名

①９名の生徒が8/4から
東大、早稲田、慶応を訪
問。
②７/27からの「東京方
面サイエンスツアー」に
19名、8/1からの「鳥類
フィールドワーク」には
９名の生徒が参加。

A

①参加生徒へのアンケー
トにおける肯定的評価
②参加生徒へのアンケー
トにおける肯定的評価

― 90％以上
①100％
②100％

①②ともに、参加者全員
がとても満足している、
満足しているなど、肯定
的に評価している。

A 継続

⑨・高い志
　・進路希望実現
　・学力向上

継続

①「岸高ハイレベル講
習」の実施
②「岸高スーパークラ
ス」の設置

①実施回数
②生徒数

①18回
②80名

①18回
②80名

①18回
②80名

①希望者96名から80名
を選抜し9/3から開始。
国数英各６回実施。
②文系・理系ともに１ク
ラス40人を決定。

B

①生徒アンケート「受講
してよかった」「実力が
ついた」の肯定的評価
②生徒アンケート「クラ
スに入ってよかった」
「実力がついた」の肯定
的評価

①80％、
75.4％
②　―

「受講してよ
かった」
80%以上、
「実力がつい
た」75％以
上

①
89.6％、
88.1％
②
93.0％、
82.5％

①ハイレベル講習につい
ては89.6％、88.1％と
昨年度の値を大きく上
回った。
②スーパークラスについ
ても93.0％、82.5％と
肯定的評価はとても高
かった。

A 継続

⑩１人１台端末の活用 新規
１人１台端末の活用を推
進する校内研修の実施

実施回数 ２回

２回以上
（オンデマ
ンドを含
む）

２回

１人１台端末の有効活用
に向けた動画を作成し共
有するとともに、１人１
台端末の活用に関する事
例を作成。

B

（生徒向け）学校教育自
己診断「１人１台端末を
活用している」の肯定的
評価

― 75％以上 89.0%

肯定的評価は89.0％で
あった。新規項目であ
り、75％を目標とした
が、大きく超えた。次年
度からは今回の値を基準
に考えていきたい。

A 継続

⑪・授業力向上に向けた
　　組織的な取組み

継続

①研究授業を含めた授業
力向上研修の実施
②公開授業週間の設定
③「岸高学びのスタイ
ル」を活用した授業改善

①実施回数
②実施期間
③教科会議の回数

①１回
②各教科１
週間
③３回

①１回
②各教科２
週間以上
③３回

①１回
②各教科２
週間以上
③３回

①11/25に京都大学石井
准教授を招いて実施。
②国数英以外は8/29から
の２週間、国数英は11/7
からの３週間実施。
③５月に教科の目標・取
組計画等を記入、10月末
進捗状況、３月末振り返
りを提出。

B

授業アンケートの項目８
「授業に興味・関心を持
つことができた」、項目
９「知識や技能が身につ
いた」の肯定的評価

3.24 3.20以上 3.30

かなり高い値であるた
め、高止まりかと思われ
たが、肯定的評価は昨年
度を上回り3.30であっ
た。伸びたのは教員一人
ひとりの授業改善への意
識の高さゆえだと考え
る。

A 再編

⑫教員としての資質向上 継続
初任者と10年経験者の教
員合同での校内研修の実
施

実施回数 11回 11回 10回

校長、教頭、事務長、教
務部長、養護教諭等から
の講話のほか、初任者と
10年経験者との交流な
ど、全10回の研修を実
施。

B
参加教員へのアンケート
「本研修で知識は広がり
ましたか」の肯定的評価

100% 100% 100%

年間10回行ったが、教科
を超えて、初任者と10年
経験者が交流するよい機
会となった。特に、初任
者にとっては、学びの多
い研修であったと考え
る。

B 継続

⑬GLHS校以外の生徒の
資質向上

新規

①課題研究発表会への他
校生徒の参加
②その他、他校との交流
を実施

①課題研究発表会に参加
した学校数及び生徒数
②その他、他校との交流
回数

①１校４名
②０回

①２校６名
②２回

①２校６名
②３回

①1/21に開催した文理課
題研究最終発表会に２校
６名の生徒を招待（久米
田高校、大阪教育大学附
属高校天王寺校舎）。
②本校生徒が住吉高校、
生野高校、東高校の発表
会に参加し発表。

B
①参加生徒へのアンケー
ト「参加してよかった」
の肯定的評価

― 90％以上 100%
課題研究発表会に参加し
た生徒からは肯定的評価
を得ることができた。

A 継続

⑭GLHS校以外の教員の
指導力向上

新規 教員研修の実施
教員研修への参加学校数
及び教員数

７校７名 ３校６名 ８校８名

6/22に久米田高校で本校
主催の「総合的な探究の
時間」意見交換会を開催
し、他校から５校５名の
教員が参加。
11/25開催の授業力向上
研修に３校３名の教員が
参加。

A
参加教員へのアンケート
「内容は満足のいくもの
でしたか」の肯定的評価

― 90％以上 100%

「総合的な探究の時間」
意見交換会に参加した５
名のアンケート結果は５
段階評価の「５」が２
名、「４」が３名であ
り、全員が肯定的な評価
であった。
授業力向上研修に参加し
た教員からも肯定的評価
を得た。

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組

AⅤ．取組みの成果を他校・地
域へ発信・普及する

地域との連携におい
て、生徒が社会の課題
について、考える機会
を持つことは大変重要
である。こうした機会
が生徒にどのような変
化を与えたのか、見極
めながら取組みを発展
してもらいたい。

B

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

東京方面大学キャンパ
スツアーやSSHサイエ
ンスツアーの参加者数
が目標値を上回った。
高い志を育むために、
生徒の琴線に触れる機
会を持つことが重要で
あり、継続的な取組み
を期待する。
スーパークラスについ
ては、生徒の満足度は
高いが、これまでの実
績や成果、課題をまと
め、その効果について
検証を進められたい。

A

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

ICT端末を授業の中で積
極的に活用しており、
生徒からの肯定的評価
も高い。また、授業ア
ンケートの結果も平均
値が昨年度実績を上
回っていることから、
授業改善の取組みの成
果が伺える。生徒のア
ンケート結果等のデー
タをもとに多面的に自
己評価しながら、取組
みの質的向上が図られ
ることを期待する。

A

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

土曜日午前中の活用に
対する生徒の肯定的評
価が50％を割ってお
り、改善について、生
徒から意見を聞くこと
も必要もあるのではな
いか。課題研究では岸
和田高校ならではの特
色を打ち出し、工夫を
図られたい。

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

近隣高校を招いた課題
研究発表大会の開催
や、探究活動について
教員間で意見交換を行
うのなど、課題研究の
地域拠点としての役割
を果たすことができて
いる。こうした取組み
の成果を府内外にも積
極的に発信し、さらな
る飛躍を期待する。

取組指標 前年度実績 目標値 実績

B

実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価
実績の詳細

自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他
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令和４年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート２

コメント 評価

⑮10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑯大学入学共通テストへの参加
大学入学共通テスト
5教科7科目受験者の割合

223名
70.3%

240名
75％以上

215名
68.2％

５教科７科目受験者について、文系
85名、理系130名で合計215名で
あった。

C 継続

⑰大学入学共通テストの結果
大学入学共通テスト5教科7科目の
全国平均×1.2以上得点した受験者
の割合

30.5%
文系44.0%
理系22.9%

30%以上

39.5％
文系
52.9％
理系
30.8％

文系は全国平均530点の1.2倍636
点を超えた生徒は45名/85名で
52.9％。
理系は全国平均547点の1.2倍656
点を超えた生徒は40名/130名で
30.8％であった。

A 継続

⑱課題研究活動
ルーブリックを用いた観点別評価を
行い、研究活動の質の向上と、適正
な評価を行う。

100% 100% 100%
課題研究発表に対してルーブリック
を用いた評価を行った。

B 継続

⑲コンクール・コンテスト等の成
果

コンクール・コンテスト等（国際科
学技術コンテスト、SSH生徒研究発
表会、高校生国際シンポジウム、大
阪府学生科学賞、大阪府生徒研究発
表会等）の参加者人数

23名 25名以上 49名

・坊っちゃん論文科学賞５名
・SSH生徒研究発表会１名
・日本動物学会早稲田大会２名
・国際シンポジウム３名
・大阪府学生科学賞５名　ほか

A 継続

Ⅷ．英語運用能力 ⑳英語外部検定試験
英語外部検定試験（G-TEC,英検）
の目標達成割合

・A2以上
98%
・準２級
92%、
２級63%

・A2以上
90％以上
・準２級90％
以上、２級
60％以上合格

・A2以上
98.9％
・準２級
100％、２
級74.5％

・１,２年生が12月にGTEC４技能
型を受験。617名中612名がA2以
上のスコアを獲得した。
・英検（希望者）は、準１級を18
名中５名、２級を55名中41名、準
２級を８名中８名が合格した。

A 再編

英語４技能の育成のために、継続的
に資格試験にチャレンジしているこ
とは評価できる。一方で英検の受験
者も徐々に減少しており、学校とし
て再編を検討されることから、英語
４技能をいかに向上させるのか他校
の事例等も踏まえ、議論されたい。

AA

㉑スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

42名 40名以上 30名
筑波大１名、京都大１名、大阪大
18名、神戸大７名、早稲田大３名

C 継続

㉒進学実績

国公立大学&主要私大（早稲田・慶
応・上智・東京理科大・MARCH・
関関同立・同女・薬学部・歯学部・
医学部）現役進学者数

230名 220名以上 234名

下記の国公立大学に加え、私立大学
では早稲田大３名、同志社大17
名、立命館大５名、関西大45名、
関西学院大22名など

A 継続

㉓国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 130名 130名以上 127名

筑波大１名、京都大１名、大阪大
16名、神戸大７名、大阪教育大５
名、奈良女子大４名、和歌山大18
名、徳島大４名、大阪公立大45名
など

B 継続

㉔海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） １名 １名以上 １名 建国大学１名 B 継続

A

A

府立岸和田高等学校

事業
目的

大項目 小項目 成果指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

総合評価

生徒のアンケートなどのデータをもとに、多面的に自己評価を行い、取組みの充実に生かそうとしてい
ることは評価できる。また、これまでの多岐にわたる取組みを抜本的に見直そうとしている姿勢も評価
したい。岸和田高校ならではの取組みを特色の打ち出しに期待したい。さらには、生徒の学力向上や課
題研究の質的向上に向けて、生徒から意見聴取を行うなどして、課題の解決に向けた具体的な取組みを
検討いただきたい。

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成

共
通
の
取
組

Ⅵ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記
学力調査における１年から２年の推
移の下落幅が大きいことについて
は、分析をされたい。土曜日の活動
など、校内で取組みを精選する中
で、どのような取組みが生徒の学力
の伸長につながるのか、他校への視
察等を通じて、検討されたい。ま
た、大学入学共通テスト5教科7科
目受験者の割合は減少しているもの
の、受験者の平均点の伸びは、向上
しているので、評価できる。

B

Ⅶ．課題研究活動

コンクール・コンテストの参加者数
が増加していることは大変評価でき
る。学校の積極的な情報発信や取組
みが成果として出てきているのでは
ないか。
課題研究のルーブリック評価につい
ては、研究活動の質的向上に向け、
ルーブリックで評価を行うことが目
的にならないよう、評価基準の改善
等のアプローチを期待する。

A

Ⅸ．進学実績

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数につい
ては、目標値を下回った。その要因
について分析されたい。一方で、国
公立大学現役進学者数は安定した実
績を残している。校内の様々な取組
みを精選する中で、進学実績をどの
ような仕掛けで向上させていくのか
校内で検討されたい。


